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鋼
業
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於
げ
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協
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構
O
骨
折
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鍛
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構
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分
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木

重

靖

I立

L 

骨4

幸

こ
の
研
究
は
も
と
も
と
職
後
銀
鋼
業
の
現
朕
凡
骨
折
り
一
環
と
じ
て
鎚
銅

市
場
時
ぴ
じ
吃
の
機
構
を
髄
の
研
究
把
握
が
目
的
で
晶
つ
士
が
、
こ
こ
で

は
時
間
、
資
料
等
の
関
係
上
専
4
織
銅
問
屋
の
ぞ
れ
に
限
ら
れ
、
市
場
一

般
の
研
究
仁
つ
い
て
は
単
に
補
足
的
に
述
べ
ち
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
叉
鏡
銅
問
屋
の
み
臼
調
査
、
研
究
と
い
っ
て
も
い
さ
そ
れ
を
詳
細

に
な
そ
う
、
と
す
れ
ば
甚

r大
掛
b
な
も
の
仁
な
る
の
で
、
ー
と
勺
あ
え
中
大

阪
を
申
心
と
明
る
一
一
、
一
二
の
問
屋
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
研
究

め
裏
づ
吋
?
と
し
士
。

尚
本
文
に
入
る
前
に
必
要
な
凡
例
を
二
、
二
一
こ
こ
に
あ
げ
て
和
〈
。

一
、
本
研
究
自
主
要
澗
賭
は
、
国
時
前
と
の
艶
比
に
於
け
る
践
後
問
屋
の

構
造
醐
由
化
で
あ
る
こ
に
問
屋
白
歴
史
的
貿
窪
遁
程
を
前
週
し
た
心

は
ζ

心
理
由
に
止
る
)
。

二
、
問
屋
白
下
部
組
躍
と
し
て
の
特
約
陪
に
つ
い
て
は
調
査
不
育
分
の

七
め
極
く
簡
単
に
ふ
れ
亡
に
過
さ
な
い
。

一
二
、
調
査
期
聞
は
昭
和
二
十
五
年
夏
か
ち
二
十
六
年
一
一
一
月
頃
謹
で
あ
る

日
炉
、
こ
の
間
一
時
中
絶
し
て
い
亡
。

目

ヨR

は
し
が
き

一
、
流
通
機
構
の
援
法
温
杭

(
一
)
官
轡
入
幡
畏
足
以
前

(
一
己
八
幡
創
業
よ

b
日
関
成
立
前
ま
で

(
一
三
日
織
成
立
よ
り
太
平
洋
鞍
宰
ま
で

ト
四
)
終
戦
よ
り
現
在
ま
で

二
、
臨
後
流
通
機
構
の
質
種
と
諸
問
題

(

一

)

樹

読

(
一
一
)
問
慢
の
賓
燈
ー
と
諮
問
題

戸
一
二
)
特
約
庖
の
賀
聞
と
諮
問
題

三
、
践
筏
流
通
機
構
の
特
質

(
補
足
)
需
給
の
寅
態
と
債
椅
の
推
移



流
通
機
構
白
一
輝
選
過
程

(
一
)
官
替
八
幡
襲
足
以
前

と
り
時
期
は
い
わ
ば
日
本
織
鋼
業
白
鴎
箆
期
、
あ
る
い
わ
製
織
所
授
足

の
準
備
期
と
い
わ
れ
よ
う
。
明
治
年
間
に
入
る
や
東
京
、
横
南
聞
の
織
涯

の
開
通
(
明
泊
豆
年
}
横
揺
閣
の
ミ
ヤ
ヨ
楠
D
架
設
(
問
地
十
七
年

v
tは

じ
め
と
す
る
近
代
的
橋
梁
の
架
設
等
、
織
鋼
仁
謝
す
る
需
要
は
漸
〈
増
大

レ
七
日
炉
、
圏
内
生
産
は
未
亡
殆
ど
問
題
に
な
色
白
ほ
E
僅
少
で
明
治
七
年

に
は
銑
銅
舎
せ
て
僅
か
に
宝
千
殖
、
明
治
二
十
七
草
で
も
一
一
菖
鵡
足
ら
ヤ

で
あ
っ
仁
。
宇
岸
岩
は
品
数
の
民
間
業
者
と
陪
海
軍
の
製
鋼
所
、
そ
れ
に

銑
織
製
造
で
大
部
分
号
占
め
て
い
土
釜
石
鏑
山
で
あ
る
が
、

A
J
」
れ
ち
の

主
な
る
も
O
を
川
題
す
れ
ば
弐
の
如
ベ
で
あ
る
。

明
治
ご
年
磐
域
園
上
興
岡
銑
山
に
安
積
僕
作
、
製
織
所
を
再
興
、

明
治
五
年
小
野
組
の
一
手
に
移
援

明
治
十
五
年
海
軍
東
京
築
地
に
造
冥
臓
を
設
け
ク
ル
ッ
プ
式
柑
楠
製

鋼
工
場
竣
成

明
治
二
十
年
東
京
製
鋼
曾
国
設
立

明
治
二
十
八
年
海
軍
、
英
に
仮
製
鋼
所
設
立

明
治
三
十
一
一
年
大
阪
鋳
鋼
合
費
曾
社
設
立

中
園
特
に
謹
一
島
根
、
鳥
取
岡
山
等
の
い
わ
ゆ
る
和
警
と
い
わ
れ

お
内
地
生
産
品
は
犬
阪
問
屋
経
由
で
東
京
問
屋
炉
日
」
れ
を
引
受
け
、
叉
首

時
四
由
l

締
山
と
い
わ
れ
て
い
に
釜
石
錬
山
の
製
品
は
森
岡
、
湯
浅
、
梅
岡

曲
鋼
業
医
於
け
る
流
通
機
構
自
分
析

滝
井
等
の
問
尾
日
炉
、
こ
れ
を
引
受
で
い
た
肝
こ
れ
ら
の
問
屋
は
ぞ
の
他
少

数
問
屋
E
共
に
銅
織
間
最
組
合
を
形
成
し
て
い
亡
。
叉
こ
の
頃
問
屋
の
組

舎
は
東
京
と
大
阪
に
わ
か
れ
、
そ
れ
そ
れ
東
京
は
東
京
、
大
阪
は
犬
阪
と

互
の
分
野
を
お
か
き
や
、
東
京
は
主
と
し
て
洋
織
を
大
阪
は
和
鍛
手
取
扱

っ
て
い
七
。

(
註
一
)
和
銀
品
は
農
工
具
、
鍋
盆
尋
が
そ
の
用
濯
で
あ
る
。

貿
易
は
い
う
ま
で
も
な
〈
聡
入
の
み
で
明
治
二
十
布
頃
迄
ゆ
ベ
ル
ギ
ー

が
そ
の
劉
象
闘
で
あ
っ
七
炉
、
問
震
が
こ
れ
ら
服
入
品
(
丸
鋼
・
平
銅
・

角
鋼
)

h

r
仕
入
れ
為
方
法
は
外
圏
語
が
塙
能
で
あ
り
、
織
銅
事
情
に
つ
い

て
〈
わ
し
い
引
取
尽
な
る
も
の
に
ま
す
伎
剰
し
、
叉
引
取
引
庄
は
商
館
に
い

る
織
鋼
専
門
の
帯
頭
と
安
渉
し
契
約
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
た
。

と
臼
場
合
外
商
の
主
溜
陛
が
強
か
つ
七
と
い
う
こ

E
は
、
受
渡
し
の
日
切

が
な
い
よ
う
に
す
あ
た
め
の
看
員
に
於
け
ろ
費
同
が
悉
く
買
手
持
ち
で
あ

っ
た
と
い
ろ
事
賞
、
叉
支
那
と
の
取
引
は
す
べ
て
現
金
排
で
あ
っ
た
と
い

う
事
賞
、
更
に
又
外
商
取
扱
品
川
Y

内
商
取
掻
品
の
九
五
%
は
よ
か
」
占
あ
て

〔表
1
v

い
た
と
い
う
事
賀
川
炉
乙
れ
壱
物
語
っ
て
い
る
。
引
暖
屋
は
そ
の
後
資
力
も

盟
宮
に
な
る
こ
と
仁
よ
っ
て
踊
立
し
、
岩
崎
、
村
上
等
の
引
取
屋
心
う
ち

岩
崎
が
明
治
十
年
に
最
初
に
濁
立
、
の
ち

r横
潰
ゆ
引
取
屋
全
部
を
一
手

に
収
め
る
に
至
っ
た
が
こ
の
頃
が
い
わ
ば
、
引
取
屋
の
垂
盛
時
代
と
い
え

よ
う
。し

か
し
な
が
ら
日
清
睡
役
山
一
勃
設
E
そ
れ
に
予
と
も
な
う
織
鋼
需
要
の
念

激
な
増
加
は
引
取
屋
の
外
に
桑
原
、
森
岡
、
閣
内
井
、
阿
井
五
氏
に
土
る
帝

第
六
十
A
巷

五
七

J、

第
四
・
宜
競



醐
鋼
業
に
於
け
る
流
通
構
樺
白
分
析

(表 1)
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(表 1)

第
六
十
人
各

/、

第
四
・
王
挽

五
J、

関
貿
易
曾
社
の
設
立
(
商
泊
三
十
ニ
年
)
ぞ
れ
仁
よ
る
件
園
品
の
百
除
入

の
開
始
と
な
h
、

t
め
仁
今
ま
で
帰
入
の
中
心
的
地
位
じ
あ
っ
た
引
取
屋

は
漸
〈
衰
退
し
は
じ
め
、
つ
い
で
三
井
組
、
・
大
倉
組
、
商
田
商
曾
、
磯
野

商
曾
が
つ
草
つ
ぎ
と
直
聡
入
を
開
始
す
る
に
及
ん
で
こ

ω
引
取
屋
も
遜
仁

は
隠
滅
す
る
L
至
る
。

日
情
聴
役
前
後
の
織
釧
需
裂
の
増
加
に
裏
づ
肘
ら
れ
、
生
産
量
も
断
次

増
大
し
、
明
治
二
十
八
年
に
は
同
十
一
年
の
倍
欄
超
過

ι迄
達
し
h
炉、

そ
れ
で
も
鋼
材
生
産
高
は
わ
づ
か
に
千
譜
内
外
に
過
ぎ
す
、
互
の
大
部
分

は
依
然
と
し
て
橋
入
に
仰
炉
ぎ
る
を
得
な
か
っ

hLO一
い
た
が
っ
て
か
か
る

事
情
は
三
井
等
の
大
脈
入
商
に
そ
の
相
罰
的
に
莫
大
な
臨
入
取
引
を
利
用

き
せ
今
阜
商
記
引
或
屋
に
か
わ
っ
て
鏑
銅
市
場
ぞ
左
右
す
る
地
位
を
あ
に

え
る
結
果
を
ま
恥
い
た
。

(
註
一
一
)
昔
時
の
輪
入
国
は
銑
銅
と
も
に
イ
ギ
nJ
ス
が
首
位
で
ド
イ

ッ、

d

h
ギ
I
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
エ

l
Jア
Y

が
こ
れ
に
究
い
で

い
た
。

以
上
要
約
す
る
に
、
八
幡
盟
百
点
以
前
、
即
ち
日
本
舗
鋼
業
の
揺
鑑
期
は

麻
入
蔦
能
の
時
期
と
し
て
、
明
治
中
期
迄
は
外
商
が
ぞ
れ
以
後
は
三
井
等

の
帰
入
商
が
市
場
支
闇
仁
於
い
て
絶
叫
判
的
に
優
性
な
地
位
を
占
め
て
い
仕

と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
翠
言
J
9
れ
ば
民
間
メ
ー
カ
ー
の
幼
稚
ミ
例

え
ば
織
州
刑
事
情
に
疎
い
と
い
う
こ
と
、
生
産
量
の
僧
少
さ
等
に
乗
じ
て
圏

内
品
ト
圏
外
品
の
債
格
差
利
閉
じ
よ
る
利
潤
の
獲
得
等
、
い
わ
ば
前
期
的
、

商
業
搾
取
を
行
っ
て
わ
仁
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



織 鋼 生 産 及 輸 入 数 量

生産高山)it I 韓入両(トシ)

曲 i鋼 材|合計雲霊草l銅及鋼材|骨 言十

明治26年 ls，074 '808 16，882 

ク 27年 81，126 1，208 18，3M ~Ô，白49 I 89，607 I 126，256 

タ 28会三 24，663 1，064 25，727 3明 5 I 101，叩5 1:17，220 

ナ 29年 26，122 1，192 -1 27，31 39，036 191，2'89 2:30，335 

ク 30.1-p. 26，877 1，080 27，957 43，64'2 207，444 251，086 

~ 31~ 22，480 1，100 23，580 63，40:2' 2国8，832 292，234 

". 32年 20，752 908 21，660 27，244 120，080 I 147 J~24 

タ 33年 23，303 970 24，273 .23，756 243，532 I 267，290 

(表 2)

錨
鋼
業
に
於
け
る
施
廻
槽
構
の
分
析

参
考
文
献
、
白
石
百
一
拍
郎
著
「
錨
鋼
取
引
」

鋼
材
倶
製
部
編
「
鋼
材
橋
本
」

三
一
)
八
幡
創
業
よ

b
日
餓
成
立
前
期
迄

川
八
幡
創
業
よ
り
大
正
末
期
迄

明
治
三
十
年
頃
を
も
っ
て
日
本
に
於
け
る
産
業
費
本
目
確
立
期
と
い
う

が
明
治
三
十
同
年
目
官
四
百
八
幡
の
作
業
開
始
は
わ
が
錨
銅
史
上
、
一
時
代

を
劃
し

t
と
い
っ
て
も
唖
言
で
は
あ
5
ま
い
。
と
い
E
フ
よ
り
入
幡
創
業
を

も
っ
て
近
代
的
日
本
蛾
創
業
は
夜
足
し
七
と
い
っ
た
方
が
廼
嘗
か
色
し
れ

な
い
。
邸
中
hJλ
幡
創
業
以
前
明
治
三
十
三
年
で
は
よ
表
仰
で
示
す
が
如

〈
銑
鍛
仁
於
い
て
は
ご
高
拙
か
ら
二
高
五
千
西
内
外
、
鋼
材
に
於
い
亡
は

千
路
内
外
の
非
岸
高
で
あ
つ
に
も
の
が
入
幡
創
業
以
後
、
明
治
三
十
四
年

に
は
銑
織
が
五
高
七
干
暗
?
と
倍
以
上
、
鋼
材
炉
六
千
殖
と
六
倍
以
上
ド
そ

れ

rれ
判
明
際
的
増
大
を
見
せ
、
更
に
明
治
四
十
年
に
は
銑
誠
一
阿
高
五
千

時
刻
一
明
叫
高
越
え
そ
れ
ぞ
れ
七
倍
、
九
十
倍
と
鳴
く
べ
き
増
大
を
一
百

じ
で
い
る
。
こ
の
増
大
の
直
接
的
原
因
い
か
入
幡
の
創
業
開
始
に
あ
る
こ
と

は
表
仰
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

八
幡
は
既
じ
そ
の
創
業
常
初
よ
り
、
銑
織
に
お
い
て
は
閣
内
生
産
問
中

五
三
%
、
鋼
材
仁
於
て
は
入
一
一
%
と
時
間
鋼
生
産
仁
於
け
る
主
導
性
骨
確
立

し
て
い
に
炉
、
こ
の
主
現
世
は
明
治
的
一
来
期
に
近
づ
〈
に
つ
れ
愈
々
橋
大

き
れ
、
関
市
末
年
、
即
ち
四
十
四
年
仁
は
銑
鍛
、
鋼
材
そ
れ
ぞ
れ
閣
内
生

産
高
中
七
二
%
、
九
五
%
を
占
め
る
仁
至
っ
て
い
る
。

か
〈
明
治
年
間
に
於
い
て
は
八
幡
は
ぞ
の
絶
劉
的
優
位
に
よ
っ
て
わ
が

(
市
場
講
座
第
二
巻
)

集
大
十
八
巻

J又

第
四
・
玉
樹

豆王

7L 



鏑
鋼
業
陀
於
け
る
流
誼
棚
橋
の
分
析

第
大
十
八
巻

戸、
四

第
四
・
五
披

大

O

織鋼年環疋崎入高(車位トシ)

|輸入 景

営雲量|鋼 材| 計 書堂義|鋼及鋼材| 計 l

!I!l泊~44三| 5fl，R34 6，033 62，867 43;160 15Q，285 202，445 

35タ 39，604 31，033 70，637 29，939 162，039 191，978 

36タ 30，625 39，788 69，413 37，761 198，228 235，989 

37?- 67，S97 59，945 127，sa6 64，886 2'20，3:唱 283，22] 

38タ 80，367 71，127 151，494 152，205 335，121. 487，926 

397 145，455 69，315 214，830 103，444 296，923 400，367 

40タ 144，124 日O，ogg 234，703 98，889 404，230 503，119 

41"'" 164，620 99，255 245，87δ 96，017 367，816 464，423 

42?- 166，130 102，982 269，112 119，302 238，3'75 357，611 

43タ 189，451 167，961 3o7.418 108，133 318，323 429，日56

44ク 204，622 191，700 396，322~ 195，639 422，663 618，302 

大正元年 239，168 219，714 458，882 222，012 569，916 801，928 

2タ 242，676 254，9δ2 497，628 273，309 496，187 ) 469，496 

3> 301，726 282，316 584，042 172，137 388，102 560，239 

4少 320，627 ::J42，870 663，4U7 172，685 232，994 405，679 

5ク 301，892 ~81，:J21 773;113 237，6o5 424，558 602，213 

6タ 462，79.2 533，941 996，733 235，082 ß64.， O~3 899，115 
/ 

7ク 6Uu，428 537，228 ]，143，716 226，321 636，286 862，607 

8> 612，609 553，111 1，165，720 286，320 711，523 997，843 

9タ 529，875 559，806 1，089，681 349，123 998，582 1，348，.:305 

10ク 653，310 594，950 1，248，260 228，229 587，587 815，816 

11ク 642，489 671，193 1，313，682 329，605 1，059，541 1，389，146 

、12. 710，684 754，674 1，4ol，S5!:l 347，526 789，910 1，137，435 

13~ 698，824 841，347 ]，540，171 446，609 1，099，243 1，545;852 

14タ 695，8.80 1，042，978 1，738，858 318，711 523，268 851，979 

(衰 3)



〆

八幡製織所豊田対昼産φ地位(表 4)

ト

4，95 
29，731 

内生産高
(A) 

2
3
3
 

、
3

3

A

V

A

り

6

1

 
。。 8

7

 

5

6

 

9

9

 97.4 

92.'6 

94.4 .1 

93.9 

94.1 

95.3 167，96ケ43ク

94.6 18J，493 191，700 44ク

~4_0 

84.8 

.207，279 .2H-I，714 大正元年

2J6 ， ~3J 254，953 2ρ 

閣
の
鍛
剣
生
産
を
領
事
し
で
来
七
切
で
あ
る
が
、
目
日
時
践
伎
を
簡
期
と

し
て
民
間
産
業
に
土
る
餓
鋼
業
ち
亦
漸
弐
設
立
、
制
菜
し
は
じ
め
、
明
治

一
ニ
十
八
年
に
は
神
戸
製
鋼
、
同
四
十
年
、
輸
聞
製
織
所
、
日
本
製
鋼
所
、

(
日
英
骨
併
資
本
に
よ
る
)
同
四

1
凹
年
、
大
倉
組
に
よ
る
本
隊
湖
の
製

銑
所
、
同
四
十
五
午
、
日
本
鋼
管
等
、
各
橋
氏
問
梨
銑
、
製
鋼
所
が
相
次
い

T

生
産
仁
参
加
し
て
衆
た
。
が
肱

ι見
仁
如
〈
と
れ

ι民
間
業
者
は
そ
の

生
産
能
力
及
び
資
本
額
に
於
い

t
八
幡
仁
比
し
著
し
〈
劣
っ
て
い
た
こ
と

及
び
八
幡
ー
と
阪
賞
、
生
葎
上
に
於
い
マ
何

ι間
接
的
問
係
を
持
つ
で
い
な

明 7合34年

38s05 

民自)Ulfi

65，814 

97.3 

65，517 

前，062

96，93::: 
1130，229 

39，788 
59，945 
)1，127 

96，648 

69，375 
90， 5~9 

10:.3，983 

35タ

36タ

37タ

38タ

99，2δ5 

39ク

40タ

時
鋼
業
に
於
け
る
流
遁
極
構
の
分
析

81.7 

77.9 

δ7:0 

50.S 

49.4 

72.G 

64.0 

230，927 

2'16，944 

281，482 
276，656 
314，028 

267，361 

341，905 
300，419 

282，361 
342，870 

537，228 

553，111 

38 t，22.l 

533，94] 

559，806 

3> 

4ク

6タ

γタ

5タ

8ク

9' 

G2.7 

54.l 

53.7 

δ ~.s 

51.8 

53.3 

51.4 

48.8 

44.1 

363，7δ1 

[jfr.宅金，g，jO

671，193 i 
lOY 

11ク

405，615 
436，138 

754，674 
8-11，347 

541，044 

127，662 
840，600 

44.7 

41.0 

898，725 
858，692 

619，309 

12 ' 

1St-

669，650 
1，042，978， 

1，256，302 
1，415，121 
1，720，489 
2，033，880 
]，91"9;200 

1，510，085 

3タ

4' 

6タ

14' 

昭和元年
。。
“ 

5タ

か
っ
?
と
と
等
の
た
め
仁
八
幡
い
か
民
間
市
場
仁
製
品
ヂ
費
出
ナ
よ
う
に
な

る
や
時
開
業
者
計
八
備
か
ら
う
吋
仕
匪
迫
は
は
吋
し
い
も
の
で
あ
っ
亡
。

3
7
八
幡
創
業
後
の
涜
遁
機
構
を
見
る
に
、
八
幡
は
そ
の
創
業
常
時
、

即
ち
明
治
三
十
七
年
頃
迄
は
製
品
を
↑
般
市
場
仁
出
さ
守
、
そ
の
大
部
分

士
事
ち
製
織
所
内
部
の
建
設
工
事
用
ド
あ
て
が
っ
て
い
た
。
八
幡
が
そ
の

生
産
品
を
一
般
市
場
仁
賓
出
す
よ
う
仁
な
っ
た
の
は
三
十
八
年
頃
か

ιで

あ
っ
て
、
こ
の
頃
か
ら
断
〈
八
幡
製
品
は
民
間
間
犀
に
掛
下
げ
ら
れ
、
大

阪
山
岸
本
商
隔
を
最
初
仁
、
森
問
、
津
田
、
大
倉
組
等
十
慰
問
屋
が
こ
の

第
六
十
八
巻

r、
五

第
四
・
五
競

:大



錨
鋼
業
に
於
け
る
流
垣
楢
構
り
分
析

取
扱
向
肢
と
な
り
、
更
に
明
治
木
年
仁
到
っ
て
=
一
井
組
共
他
、
岩
井
‘
安

宅
等
が
八
幡
製
品
目
阪
質
業
者
と
な
る
と

E
に
よ
っ
て
そ
の
後
大
問
屋
と

し
て
援
展
す
ペ

h
主
礎
を
礎
い
で
い
っ
た
が
、
大
正
九
年
の
恐
慌
こ
そ
は

こ
の
基
傑
完
成
の
蹄
期
と
な
っ
に
1
ζ

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
恐
慌

に
よ
る
機
制
使
椅
の
宋
曾
有
の
崩
落
は
、
契
約
品
の
打
消
し
等
を
生
。
ゼ
し

曲
、
七
め
仁
群
少
問
屋
町
移
〈
叫
飾
仁
か
付
ら
れ
、
拠
鍛
所
の
引
受
問
屋

も
理
ら
資
本
力
的
強
い
一
一
一
井
、
三
菱
、
岩
井
、
森
同
等
に
限
ら
抗
る
仁
至

つ
亡
。
し
か
も
こ
れ

ι町
内
で
も
最
も
費
木
カ
の
強
い
一
二
井
・
三
菱
・
岩

井
・
安
宅
は
他
大
問
屋
を
お
し
の
け
て
い
わ
ゆ
お
四
社
制
度
'
と
し
て
知
ら

れ
る
八
幡
草
印
刷
の
指
定
版
賢
人
仁
ま
で
唯
一
山
川
す
る
こ
と
は
後
で
述
べ
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
か
f
製
織
所
の
需
要
脅
え
の
梯
下
げ
は
犬
問
畏
を
通
じ
て

円
み
な
さ
れ
た
の
で
品
る
が
、
特
殊
伽
材
に
つ
い
て
は
そ
の
他
の
問
屋
及

び
メ
ー
カ
ー
に
も
直
医
腕
下
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
つ
に
よ
う
で
品
る
。

製
鍛
所
土
問
屋
?
と
の
関
係
U
首
時
以
上
の
如
〈
で
あ
っ
仁
が
民
間
業
者

も
大
E
年
間
特
仁
欧
州
大
敷
中
じ
増
加
し
、
先
の
日
本
製
鋼
、
輸
国
製
錨

等
の
外
に
新
し
く
年
完
斉
能
力
主
千
通
以
上
の
工
場
い
か
大
E
凶
年
中
に

犬
、
主
年
中
に
七
、
六
年
中
に
十
一
、
七
年
中
に
六
と
増
設
さ
れ
、
大
職

主
ヶ
年
中
じ
資
本
額
は
=
一
併
は
上
に
膨
脹
じ
h
。
か
く
て
入
幡
町
牛
産
両

は
そ
の
紐
鈎
的
増
加
仁
も
拘
ら
と
T
相
劉
的
仁
は
減
h
y
し
前
表
的
に
風
ら
れ

る
如
〈
明
治
末
期
仁
は
九
割
以
上
を
し
め
て
い
た
鋼
材
生
産
も
大
E
七
年

以
降
は
五
割
問
伺
度
に
、
銑
織
る
凹
割
科
度
と
そ
れ
ぞ
れ
低
下
し
た
。
か
く

の
如
、
ち
民
間
生
産
業
者
町
一
提
出
に
も
拘
ち
守
依
然
と
し
て
こ
れ
等
I
F
一
入
幡

第
六
十
八
巻

一
八
六

ノ、

第
四
・
五
擁

ー
と
の
間
に
連
絡
機
関
は
だ
〈
、
各
メ

i
干
i
聞
に
も
亦
阪
費
建
耕
隣
闘
が

な
く
そ
れ
ぞ
れ
自
社
版
貰
守
行
っ
て
い

f
た
め
問
屋
特
r
ト
小
問
屋
を
淘
汰

寸
る
こ
と
に
よ
っ
て
名
賓
と
も
仁
ぞ
の
地
伎
を
擁
立
し

τい
七
前
記
大
問

屋
は
こ
れ
等
メ
ー
カ
ー
の
弱
轄
に
乗
じ
倫
市
場
操
作
に
於
い
て
有
利
な
立

場
仁
立
っ
て
い
た
と
考
走
ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
相
樹
的
じ
は
低
干
し

つ
つ
も
絡
調
的
に
は
増
加
の
一
盆
を
辿

h
依
然
と
し
て
圏
内
生
産
を
凌
碍

し
て
い
た
輸
入
(
表
3
参
照
)
が
、
情
人
商
合
同
時
仁
兼
ね
て
い
た
ど
れ
ら

大
間
障
に
向
階
入
品
k
内
地
品
ー
と
の
比
校
街
量
に
よ
る
有
利
な
取
引
の
鈴

地
を
輿
え
て
い
に
と
い
う
こ
と
ち
考
え
ら
れ
よ
う
e

以
h
の
如
￥
問
屋
の
メ
ー
カ
ー
仁
劃
す
る
優
位
(
問
屋
は
こ
心
開
倉
庫

業
金
融
業
を
も
栄
血
て
U

た
)

K
大
正
末
期
か
ら
昭
和

ωは
じ
あ
仁
か
け

て
メ
ー
カ
ー
の
版
資
機
構
の
濁
出
化
が
濯
む
じ
つ
れ
て
侭
下
し
で
ゆ
〈
よ

う
に
な
る
が
、
こ
と
で
一
言
ふ
れ
て
お
き
土
い
こ
と
は
大
メ
ー
カ
ー
と
い

わ
れ
る
も
り
の
う
ち
で
日
本
製
鋼
、
一
三
菱
製
織
等
が
大
問
屋
と
同
一
系
統

の
費
京
乃
至
財
閥
の
そ
れ
か
ら
な
っ
て
い
士
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
ロ
)
大
一
止
末
期
よ
h
日
鑓
誕
生
期
ま
で

日
本
の
鏑
鋼
業
が
早
く
か
ら
溜
占
企
業

ιう
つ
っ
て
い
つ
に
こ
主
は
普

〈
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
の
資
本
主
義
が
軍
事

的
な
是
れ
と
し
て
、
日
出
生
営
初
よ
り
幾
多
の
鞍
宰
苦
闘
附
て
来
仁
関
係
上
、

い
打
ぱ
常
然
の
事
で
あ
っ
た
。
印
ち
民
間
企
業
い
か
漸
〈
勃
興
し
ア
来
た
頃

よ
り
す
で
仁
濁
占
化
の
運
動
が
現
れ
て
衆
仁
が
大
豆
入
年
の
原
杓
閣
の
時

代
、
臨
時
財
政
経
情
調
査
曾
の
設
立
と
と
も
に
政
府
に
よ
っ
て
現
宜
仁
餓



鋼
業
の
統
制
炉
問
題
に
な
っ
た
。
こ
の
気
遣
は
大
職
後
の
不
況
に
よ
ち
織

鋼
業
日
炉
開
皆
同
難
日
立
場
仁
詩
い
や
ら
れ
で
後
、
民
、
官
相
方
h
'
ら
も
ち

あ
が

h
、
か
く
で
犬

E
t
一
年
十
一
一
月
製
鋼
業
の
稜
展
を
日
的
と
し
七
製

鋼
懇
話
曾
い
か
同
業
書
聞
の
協
調
機
関
ー
と
し
で
設
立
さ
れ
七
。
会
に
こ
れ
が

中
心
ー
と
な

b
大
正
十
四
年
十
一
一
周
に
は
鍛
銅
協
議
宵
、
大
豆
十
五
年
六
月

に
は
係
銅
分
野
協
定
曾
、
同
年
七
月
に
は
銑
織
共
同
組
骨
等
生
葎
統
制
機

闘
が
成
立
し
七
。
V

L

れ
ら
の
続
制
機
関
は
究
極
に
於
い
で
官
民
合
同
を
目

的
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
め
る
炉
内
貴
仁
於
い
て
は
各
メ
カ
!
の

自
主
的
な
協
調
機
関

E
し
て
そ
の
統
制
も
換
し
て
強
固
な
も
の
で
は
な
か

っ
t
。
い
わ
唄
る
織
鋼
業
に
お
け
あ
カ
ル
テ
ル
化
と
い
わ
れ
る
の
は
少
し

干
っ
て
昭
和
二
年
十
一
一
月
に
出
来
七
関
東
側
材
販
貰
組
合
の
成
立
か
ら
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
以
後
同
種
共
瓜
組
合
が
メ
ー
カ
ー
の
カ
ル
テ
ル
的
政
資
機

構
E
し
て
相
夫
い
ア
設
立
き
恥
、
凡
地
生
産
ド
よ
る
鋼
材
開
大
約
九
五
%

が
こ
れ
ら
共
版
組
合
を
温
じ
で
買
買
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
士
。

か
か
あ
織
鋼
業
に
於
げ
る
カ
ル
テ
ル
化
〉
平
行
し
て
圏
内
県
査
も
霞
展

し
犬
E
木
期
に
は
圏
内
生
産
は
怖
入
量
を
凌
稿
し
昭
和
の
初
期
に
は
す
で

仁
輸
入
商
号
-
-
倍
以
上
ち
突
破
し
で
い
"
し
一
方
民
間
生
斉
業
者
山
中
産

高
も
入
隔
の
そ
れ
を
治
い
ぬ
〈
ま
で
霞
畏
じ
(
表
4
琴
一
間
)
昭
和
宣
年
に

(止

4
6〕

は
鋼
板
に
於
で
八
幡
を
ご
出
回
近
く
凌
駕
し
ヤ
い
る
。

か
川
〈
心
如
L

台
、
関
内
生
産
心
設
展
並
び
に
民
間
L
R
賢
業
者
の
高
出
は
こ
れ

ら
の
来
設
建
の
政
に
そ
の
地
位
ぞ
確
保
し
ア
い
に
問
屋
白
性
格
世
田
型
化
さ

廿
十
に
は
か
お
な
か
っ
仁
。
即
ち
問
屋
は
士
(
販
組
骨
に
よ
っ
て
決
定
き
れ

錨
鋼
業
医
於
け
る
怖
担
機
構
の
分
析

第
六
十
八
巻

宵

言干

1，35J，8]] 
1，日68，194
1，472，384 
1，59::;，363 
90o.344 
u8o， 127 

入

昭和元年
Eタ

3タ

4" 
sタ

6..t-

一
八
七

(註

)

M
上
表
向
l
十
問
は
製
錨

業
参
考
資
料
よ
り
引
用
及

世
作
成
。
但

L
大
阪
商
穴

穂
済
研
究
所
若
「
本
邦
錨

鋼
業
と
閥
横
」
に
掲
載
中

の
も
。

却現宜(金趨を鍍せぎる)
生産の八幡と民聞の比較

幡|民 間

l 昭和元2年タ 17880 926ト9レ
18 トーン

180，739 116138，，5 721 

3" 202，910 231，820 
4" 208，598 335，350 
5タ 190，434 380，169 
6タ 186，841 349，101 

(衰 6)

第
四
・
王
強

~ 
J、



輯
鋼
業
M
h

於
け
る
流
速
掛
構
自
分
析

↑ι
債
格
に
よ
コ
て
阪
賀
す
る
こ
と
に
よ
り
符
前
の
如
、
、
内
地
品
ー
と
撤
入
品

の
債
整
有
用
仁
よ
る
利
待
者
自
由
仁
す
ろ
と
と
を
得
?
な
っ
た
こ

?
と
、
叉
随
意
契
約
仁
よ
っ
て

λ
幡
ー
か
ら
問
屋
仁
川
抑
下
げ
ら
れ
士
餓
製
卸
日

民
閉
じ
高
〈
寅

b
つ
け
る
こ
と
仁
よ
る

E
利
獲
得
が
不
可
能
に
な
っ
た
こ

k
等
が
問
屋
の
地
位
骨
相
艶
的
ド
メ
ー
カ
ー
の
ぞ
れ
か

ι侭
下
ゼ
レ
め
る

結
果
ー
と
な
っ
七
。

(
註
一
)
大
正
六
年
心
八
幡
の
官
、
民
別
衷
枝
比
車
を
み
る
に
官
需
五

回
出
民
需
四
八
が
で
あ
る
に
拘
ら
子
直
上
げ
高
は
逆
に
官
隠
向

が
四
八
匹
、
d
民
間
向
が
豆
ニ
が
ー
と
な
っ
て
い
る
。
穴
E
七
年
も

同
献
で
、
賀
波
比
寧
は
官
需
五
二

μ、
民
需
四
八
区
で
あ
る
の

に
東
上
げ
高
は
官
臨
向
三
七
万
、
民
間
向
六
一
二
対
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
八
幡
と
、
句
ぞ
れ
に
む
す
び
っ
く
大
問
屋
が

い
か
に
有
利
な
車
引
を
な
し
て
い
た
か
を
特
語
る
も
の
で
あ

る
。
(
錨
銅
使
賢
九
五
一
年
度
、
五
頁
参
照
)

こ
の
こ
と
は
中
小
問
屋
に
つ
い
て
は
よ
b
適
切
ぶ
い
え
る
こ
と
で
あ
つ

で
、
す
で
仁
酪
後
不
況
に
於
い
て
中
小
問
屋
の
あ
る
も
の
は
蹄
仁
か
吋
ら

れ
、
か
ろ
う
じ
て
乙
れ
か
ら
逃
れ
ら
れ
た
も
の
も
軍
事
的
た
大
工
事
の
引

受
け
例
え
ば
所
津
の
飛
行
場
の
建
設
受
請
い
だ

E
出
来
る
能
力
目
も
ち
え

子
、
た
め
に
か
炉
る
資
力
を
有
す
る
大
問
屋
仁
取
引
市
場
小
金
れ
大
問
屋

に
傑
嵐
レ
で
い
っ
た
過
程
は
す
K
に
筒
述
し
亡
が
、
大
問
医
が
メ
ー
カ
ー

の
共
版
組
合
の
指
定
版
麗
人
ー
と
な
る
や
中
小
問
屋
は
メ
カ
と
の
直
接

的
闘
係
骨
組
仁
れ
指
定
販
寅
人
あ
る
い
わ
ザ
の
下
仁
つ
く
問
犀
を
温
じ
て

第
六
十
八
答

ノ、
i¥. 

第
四
・

E
競

大
同

の
み
メ
ー
カ
ー
の
製
品
を
取
扱
い
う
る
地
位
に
記
侭
落
し
に
。

共
阪
組
令
成
立
期
の
流
遁
機
構
時
間エ

1-1:1 
7 

↓平↓
l竺到

各
種
共
販
制
令
及
び
そ
の
指
定
限
賢
人
梢
成

共

町

組

合

指

定

販

賢

人

組

合

員日
本
鋼
管
、
華
石

鍋
山
、
宮
土
製
鋼

吾
嬬
製
鋼

凡
幡
、
川
崎
誼
冊

中
山
製
鋼
、
徳
山

鍛
杭
、
日
本
鋼
業

関
東
鋼
材

日
本
県
杭
共

販
軒
骨

日
本
線
材
共

販
和
合

中
根
4

再
販
組

合A
W
金
錨
共
同

組
令

日
本
厚
杭
共

販
栢
骨

四
一
位
及
び
官
土

鋼
材

四

軍士

四
社
、
日
商

四
位
、
東
海
白
一
位

三
井
、
三
菱

E土問

r 一九一一、
b も 他鋼(
る取七板但
)扱問のし

は屋み耳
しには付

八
幡
、
科
戸
製
鋼

八
幡
、
東
海
鋼
業

同
本
鋼
管
、
日
本

曹
撞
鋪
興
位
、
大

垣
電
気
柏
会
工
業

所
、
大
同
電
集
、

釜
山
鏑
山
、
四
園

水
刀
電
集

凡
幡
、
川
崎
遁
崎

浅
野
浩
階
、
東
海

鋼
業

成
立
期

民召昭
五

J、

昭
玉
、
一

O

昭
玉
、
一

O

明
王
、
一
ニ

昭
六



小
摺
山
市
川
鋼

杭
販
頁
組
合

八
幡
、
釜
石

証

四
社
、
森
岡
、
岡

谷
、
伊
藤
(
信
)
伊

藤
(
宗
)
岸
本
、
津

田
、
山
本
、
債
瀬

共
脹
組
合
士
通
じ
て
の
取
引
方
法
は
弐
の
如
く
で
あ
る
。
八
幡
及
び
共

販
組
合
は
毎
月
一
間
乃
至
監
悶
現
物
先
物
値
段
協
議
の
に
め
協
議
曾
争
開

巻
、
出
席
者
に
は
組
A
員
(
八
幡
、
民
間
製
醐
官
社
)
指
定
肱
寅
人
、
三

都
問
屋
代
表
(
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
)
が
あ
仁

b
、
値
段
の
決
定
、
阿

畏
か
ら
の
希
望
敏
量
、
納
期
、
受
渡
場
所
、
支
梯
際
件
ぞ
協
議
決
定
し
、

乙
れ
も
の
決
定
ド
縫
っ
て
閑
屋
と
指
定
版
寅
人
は
そ
叩
契
約
関
係
者
成
立

き
せ
る
。
支
掛
候
件
と
し
て
は
現
金
又
は
積
出
し
後
、
六
十
日
手
形
掛
が

そ
の
主
に
る
も
の
で
、
昭
和
三
年
頃
迄
は
建
債
の
車
位
は
十
貰
目
建
で
あ

っ
土
が
後
に
は
百
キ
ロ
建
に
な
っ
に
も
よ
う
で
あ
る
。

八
幡

E
問
屋
と
の
契
約
関
係
は
大
正
十
一
コ
年
頃
ま
で
は
随
意
契
約
て
あ

っ
R
が
.
丈
正
十
四
年
同
明
か
ら
は
先
物
製
約
が
同
時
仁
重
要
な
ポ
ス
ト
を

戸
卦
盛
一
一
一
戸

占
め
る
よ
釦
刊
な
が
、
昭
和
二
年
五
月
か
ら
は
こ
れ
が
再
杭
出
し
て
定
期
契

約
制
反
え
ー
と
嬰
っ
て
い
っ
た
。
共
版
組
合
が
成
立
す
る
や
、
入
幡
も
こ
れ

に
加
っ
て
い

f
関
係
上
、
民
間
空
襲
書
と
困
じ
よ
う
に
共
販
組
合
の
版

賓
方
法
仁
従
つ

ιυ
炉
、
唯
八
幡
は
指
定
版
責
人
を
原
則
的
に
四
社
(
三
井

三
菱
、
砦
井
、
安
宅
)
に
限
つ
亡
と
い
う
賠
で
他
民
間
業
者
と
相
濯
し
て

い
る

o

f

建
値
の
決
定
に
つ
い
て
は
大

E
十
五
年
よ
り
昭
和
玉
、
六
年
頃
ま
で
は

昭
六
、

四

中
観
山
形
鋼

共
販
組
合

八
幡
、
日
本
鋼
管

東
海
鋼
業

昭
ゴミ

錯
鋼
業
に
於
け
る
流
活
樺
構
白
分
析

い
わ
mv
ゐ
外
註
退
陣
主
義
の
方
針
で
八
幡
は
や
っ
「
L

来
た
が
、
と
れ
は
撤

入
品
の
横
行
阻
止
の
目
的
で
な
さ
れ
に
も
の
で
、
し
仕
が
っ
て
目
本
鏡
銅

戸
表

7
》

業
の
自
給
率
の
増
大
と
ー
と
も
に
販
賓
債
格
も
内
地
の
需
給
関
係
、
市
況
仁

三
日
四
)

よ
っ
て
快
走
さ
れ
る
よ
う
仁
な
っ
た
。

(
註
ニ
)
先
物
契
約
と
は
毎
月
一
同
初
句
に
問
屋
及
び
四
位
(
三
井
、

三
菱
、
岩
井
、
安
宅
)
と
の
曾
令
協
議
官
を
開
き
、
意
見
を
開

き
、
各
問
屋
は
四
位
に
註
丈
量
を
申
し
出
、
四
枇
は
そ
れ
を
ま

と
め
、
八
幡
と
引
受
数
量
を
交
渉
し
、
引
受
決
定
数
量
を
問
屋

に
副
首
て
る
。
情
こ
の
先
物
理
約
は
完
全
に
四
祉
に
陣
ら
れ
て

い
た
。

(
註
=
一
)
此

ω
制
度
は
先
物
契
約
制
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
唯
同
居
の
引
受

数
量
が
一
定
し
て
い
る
貼
で
後
者
と
相
違
し
ζ

い
る
。

(
註
四
)
民
間
曾
位
向
建
位
決
定
は
八
幡
の
そ
れ
に
追
随
し
て
い
た
。

第
六
十
入
者

鋼材(特昨鋼を合む)

自給率

|損害移入|言I I 

昭和元年 57目7

2ク 63目5 36.5 I 100 

3少 67.6 32.4 100 

4ρ 7~.1 27.9 100 

5タ 81.5 1R月 100 

6ク 6.38 13.7 100 

7タ 90.0 10.0 100 

(表 7)

一
八
九

第
阿
・
五
腕

六
五

商工省融銅局2 日本舗鋼連盟調

より作成



錨
鋼
業
に
酔
け
る
流
通
極
構
の
分
析

鍛
銅
自
給
率
申
宮
間
準
は
外
商
の
存
在
を
漸
攻
廊
惑
す
る
結
果
を
生
み
昭

和
に
入
つ
ー
か
ら
は
東
京
、
横
演
、
神
戸
等
に
一
、
二
の
外
商
を
時
間
す
の

み
〉
な

b
、
撤
入
の
大
部
分
は
一
ニ
#
、
一
ニ
菱
、
岩
井
、
安
宅
等
を
は
じ
め

と
し
て
そ
の
他
岩
本
、
岡
谷
、
森
岡
等
の
大
問
屋
が
直
聡
入
の
形
式
で
こ

れ
を
符
っ
て
い

t
。

入幡製織所版賓表(昭和3年_5年)

¥ | 昭和 3年 |昭和4年 |昭和 5年

鍛海陸 醐他道軍所軍 省部省省隠 135，3642790922問q引町1131 % 1728141788，Jj，28772495439 8 8 6 0 

17% 

121112 0381，， ， ， ， 789 

13% 
086 

3 508 1 
事 官内 131372， ，， 5 3  2 057 3 
製 5901 2 4 645 1 

官融 合計 11田，叫 191 260，田11251凧吋 20

錨 商|川叫 701眠脳159I 532，叫 63

遺 自白 重 8，168749928958|1 1 | 1 14913，7513693 9 6 
1 

103370iJ6859014 0 2 鎮 コ二 91，6¥)91 9 11 13 
闇 道 4 
そ d二ヨ 4， 4，627 4，366 1 

民間製造骨計|叫7011011.56，吋 151附 72117

民間合計|眠剖1181 1町吋 751 679，吋 60I 
事車 計 11叫叫叫，0:包3叫叫叫叫叫

(表 8)

第
六
十
八
巻

丸
O 

第
四
・
五
披

ノ、
大

八
幡
成
立
後
、
日
銭
成
立
前
迄
わ
が
関
銭
釧
業
並
び
仁
そ
の
時
川
温
機
構

の
柄
譜
を
一
瞥
す
れ
ば
弐
の
如
く
嬰
酌
3
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
期
、
岡
家
資
本
に
よ
ぷ
官
営
八
幡
の
創
業
、
震
度
じ
そ
の
絶
針
的

優
位
期
|
目
京
鍛
鋼
業
の
確
立
期
。
民
間
生
売
業
者
の
断
準
的
准
出
期
。

流
通
機
構
に
於
い
て
は
賎
後
不
況
を
契
機
と
す
お
中
小
問
屋
の
地
位
の
脱

落
、
低
下
ー
と
大
問
屋
の
地
位
の
擁
立
特
に
入
幡
ー
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ

h
o
 

隔和6年

第
二
期
、
民
間
生
産
業
者
の
震
度
期
|
圏
内
生
産
の
輸
入
量
凌
駕
期
。

そ
れ
と
同
時
に
官
皆
入
幡
ー
と
結
今
せ
名
カ
ル
テ
ル
化
。
問
屋
の
地
位
の
相

劉
的
侭
落
期
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
少
し
言
及
寸
る
必
要
が
あ
る
o
成
科
す

?
に
誼
ぺ
士
よ
「
じ
メ
カ
の
準
出
と
そ
の
か
ル
手
ル
化
は
従
来
金
融

業
者
を
も
兼
ね
t
い
士
問
患
を
わ
ば
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
マ
ー
チ
ャ
ン
化

『
佐
古

し
亡
ふ
れ
問
屋
町
う
ち
に
は
(
拍
前
大
問
屋
に
限
ら
れ
る
が
)
同
時
に
大

メ
1
カ
を
も
兼
ね
て
い
士
も
の
が
あ
る
こ
と
を
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
も
の
は
い
わ
ば
問
浸
の
側

rち
メ
ー
カ
の
側
え
ー
と
自
己
の
ウ

エ
イ
ト
を
鑓
加
え
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
一
最
も
よ
き
例
は
三
井
、
一
一
一
菱
で
あ

h
、
大
倉
、
閣
内
野
平
山
が
こ
れ
仁
類
似
し
て
い
る
。

わ
が
園
鍛
鋼
業
者
の
性
格
及
び
そ
の
霞
生
被
路
は
左
に
百
ー
す
も
の
に
よ

っ
で
窺
わ
れ
よ
う
。

銅材年報

安
本
系
統

三

井

系

三

菱

系

製
造
官
社
名

日
本
製
鋼
、
釜
右
鏑
山

三
菱
製
輔
、
東
京
鋼
材

菱井開
商物 屋
事&名• 明

田



住
友
製
鋼
、
住
友
伸
鋼

鋼
管

日
本
鋼
昔
、
浅
野
控
崎

東
海
鋼
業
、
浅
野
小
倉

製
鋼

大
倉
蝿
業
(
本
渓
湖
)

官
士
製
鋼

凡
幡
、
東
洋
製
錦
、
九

州
製
鋼
、
神
戸
製
鋼
、

川
崎
壷
柑

(
註
五
)
コ
ミ
ツ
シ
ヨ

y
、
マ

1
チ
ャ
ン
ト
化
と
hv

っ
て
も
、
=
一
井
崎

摩
コ
一
菱
商
事
華
の
指
定
商
は
情
メ

1
ρ
ー
に
封
ず
る
金
融
的
構

悼
を
果
し
て
い
た
こ
と
は
い
令
ま
で
も
な
い
。

参
考
丈
献
大
阪
商
科
大
塾
経
済
研
究
所
著
「
本
邦
儲
鋼
業
と
闘
税
」

「
錨
鋼
慌
時
閣
」

-
A
五
一
年
版

一
(
一
ニ
)
日
織
成
立
よ
り
大
平
洋
既
宰
迄

錨
鋼
業
ド
於
け
名
念
謹
な
カ
ル
一
フ
ル
化
、
そ
れ
に
と
も
な
う
生
産
自
集

中
、
集
積
は
わ
が
圏
の
場
合
そ
の
営
然
心
推
移
v
と
し

t
園
家
模
カ

t
織
飾

業
ー
と
の
密
接
な
結
舎
を
、
即
ち
錦
町
捌
莱
に
於
け
る
園
家
潤
占
を
生
む
結
果

ー
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
も
の
が
昭
和
主
年
を
轄
期
と
レ
て
は

や
〈
も
起
っ
た
織
釧
菜
に
於
り
る
生
猿
過
剰
の
具
現
化
と
そ
れ
に
と
も
な

う
生
産
の
低
滞
で
あ
る
。

印
ち
鋼
材
に
於
い
て
は
昭
和
四
年
に
ご
百
菖
}
ン
を
越
え
て
い

t
も
の

が
昭
和
五
年
仁
は
百
九
十
菖
ト
ン
、
同
六
年
に
は
苦
六
十
高
ト
ソ
と
低
下

住

友

系

浅

野

系

浅
野
物
摩

大
、
士
、
三
設
立

大

倉

系

溢

揮

系

大
倉
商
事

園
家
資
本錨

鋼
業
に
骨
け
る
流
通
樺
構
白
分
析

し
、
鋼
塊
に
於
い
て
も
昭
和
田
年
、
主
年
と
色
に
二
百
三
十
蔦
ト

γ
で
あ

っ
た
も
の
が
同
六
年
「
は
百
九
十
蔦
ト
ン
と
、
同
様
仁
銑
織
で
も
、
昭
和

四
年
百
高
ト
ン
、
間
五
年
百
十
世
田
三
同
六
年
九
十
高

l
tと
、
そ
れ

ぞ
れ
生
産
低
下
を
み
せ
て
い
る
。

か
か
る
鍛
鋼
業
仁
於
り
る
宅
産
侭
滞
は
同
じ
年
に
勃
霞
し
た
満
洲
事
鐙

を
軸
と
す
る
軍
事
的
要
請
白
胤
害
と
な

h
、
士
め
に
小
資
本
の
犠
牲
を
よ

そ
に
は
や
〈
も
問
年
闘
家
樺
カ
に
よ
る
積
極
的
な
カ
ル
テ
ル
擁
護
の
動
き

が
現
れ
は
じ
め
士
。

εの
最
初
の
あ
ら
わ
れ
は
貫
要
産
業
統
制
法
に
み
ら

れ
Z
が
占
昭
和
九
年
の
日
餓
成
立
こ
そ
は
餓
鋼
業
に
和
吋
る
そ
の
具
臨
化

で
あ
る
。

も
と
賎
鋼
業
に
於
け
る
官
民
合
同
の
動
き
は
は
、
や
〈
も
大
臣
十
年
代

hyι
芽
生
え
て
い
亡
の
で
あ
る
が
、
嘗
時
、
凡
幡
に
比
べ
民
間
生
産
者
自

生
産
力
が
か
な
り
劣
っ
て
い
七
、
と
い
う
こ
と
、
叉
大
職
後
由
一
時
的
軍
縮

運
動
に
影
山
智
さ
れ
て
軍
事
的
鍛
鋼
需
要
が
低
か
っ
た
と
い
う
こ

k
(日
本

錨
鋼
業
心
宇
宿
命
的
特
質
)
等
の
理
由
に
よ

b
昭
和
八
年
頃
造
は
こ
の
運

動
は
質
を
精
ぷ
に
至
ら
な
か
っ
亡
。
し
か
る
に
今
や
民
間
生
産
業
者
の
控

喪
も

H
質
ま
し
く
、
大
メ

1
カ
は
八
幡
と
針
立
的
存
在
に
迄
成
長
し
、

こ
こ
に
雨
岩
の
守
同
が
官
現
す
る
僚
件
M
Y
具
っ
た
が
、
す
で
に
謹
ベ
た
諸

扶
勢
が
こ
れ
に
加
わ

h
昭
和
九
年
こ
と
に
官
民
合
同
白
日
本
製
織
が
設
立

(
註
=

き
れ
七
。
目
轡
誕
生
後
、
目
満
を
通
子
る
鏡
銅
増
産
宣
ヶ
年
計
費
(
昭
和

」

L
一
年
)
製
織
事
業
法
の
制
定
(
同
+
ニ
年
)
等
態
々
国
家
樺
力
と
銀
銅

濁
占
資
本
の
結
合
は
密
接
と
な
っ
て
い
っ
た
。

第
六
十
八
巻

ブL

第
四

-
E
揖

六
七



¥
 

錨
鋼
業
に
於
げ
る
流
通
楢
構
の
分
析

(
註
一
)
圃
家
資
本
七
九
拓
、
=
一
井
資
本
士
ガ
一
一
一
菱
資
本
四
三
河
そ

の
品
情
抑
込
資
本
金
掴
古
一
億
四
千
五
百
八
十
三
高
五
千
閤

日
鍛
令
中
心
?
と
せ
ろ
闘
家
椋
カ
ー
と
務
銅
調
占
資
本
の
結
令
強
化
は
瞥
日
間

の
結
果
と
し
で
わ
が
園
競
鋼
業
各
部
面
に
於
け
お
統
制
強
化
守
生
み
、
そ

れ
と
と
も
に
摂
痕
匝
々
仁
存
在
し
て
い
h
L
A
村
荷
共
版
組
合
も
日
本
鋼
材
販

一
寅
聯
骨
曾
の
下
仁
統
一
さ
れ
に
。
か
く
て
従
来
的
指
定
版
曹
人
の
義
務
も

強
化
さ
れ
、
組
合
の
定
め
る
値
訟
の
混
守
、
組
合
の
承
諾
な
〈
組
令
以
外

の
同
一
製
品
の
取
引
版
人
の
禁
止
、
同
己
計
算
に
む
い
て
同
一
製
品
の
買

越
ま
に
は
貰
持
ゃ
な
さ
ぎ
る
乙
と
等
の
義
務
を
負
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

士
。
か
〈
の
如
、
芦
端
山
遁
際
情
の
統
制
化
は
つ
い
て
昭
和
イ
三
年
中
日
職
守

的
開
始
、
こ
h

ド
ヂ
腕
期
と

F
る
軍
事
腫
制
強
化
の

t
め
の
同
年
八
月
白
製

拐
事
業
法
的
公
布
、
鍛
鋼
業
に
和
け
る
全
面
的
許
川
町
制
の
管
施
等
に
よ
り

更
に
強
化
さ
れ
日
本
鋼
日
制
限
賀
聯
合
曾
は
同
十
一
二
年
三
月
仁
は
鋼
材
適
合

五一
v

曾
と
改
組
さ
れ
士

(
常
一
一
)
十
三
年
七
月
に
は
鍬
銅
配
給
統
制
規
則
の
貨
施
と
切
符
制
が

布
か
れ
た
。

日
本
鋼
材
聯
合
曾
は
臨
時
愉
出
入
品
臨
時
哨
置
法
に
よ
ち
昭
和
L
l
一一一年

一
一
月
商
工
省
内
に
設
世
さ
れ
に
銃
剣
軒
給
調
整
機
関
に

ο
織
剣
統
制
協
議

曾
の
主
旨
じ
も
?
と
十
き
、
メ
ー
カ
ー
由
自
m

治
的
統
制
回
世
1
F
し
て
鋼
材
販

買
聯
守
合
を
改
刺
し
ナ
出
富
市
に
も
白
で
あ
る
が
、
こ
の
統
時
下
に
共
販
組

ム
ロ
は
品
種
別
、
血
児
車
問
配
百
数
量
的
決
定
、
阪
費
債
絡
の
設
予
一
等
一
強
固
な

自
治
統
制
下
仁
お
か
れ
た
ひ

静
六
十
八
巻

占
ノ、

i¥. ， 

九

第
四
・
五
瞳

出品討を [1
盟t;;，門慰問't!IT.地 | 

日時五五閣
が l三算庖組前井 ヴ斗」J
そ共せ商骨事、 川底子冒|

限る議(、安 一貫|

容組貰組後高宅 rL主主主」

出iiiilR: 
?iFijiA|LEJ 
乙替る約) 目

ドJZ Vしむ
甑"~ー洩

一

」

)
直
ぼ
一
」
阿
同
「
「
ー
-
河
川
は
一

こ
こ
に
喪
失
し
仁
指
定
限
寅
人
は
問
医
肝
え
と
編
入
手
れ
、
更
に
問
屋

特
約
出
も
そ
れ
ぞ
れ
整
理
を
う
け
、
新
仁
じ
こ
の
新
曾
祉
の
指
定
問
屋
、

指
定
特
約
問
え

E
編
成
替
さ
れ
る
。

(
註
一
ニ
)
昭
和
十
臨
年
八
月
、
日
本
鋼
材
販
由
民
株
式
曾
世
(
取
扱
品
、

一
般
銅
材
、
棒
、
形
、
板
、
線
材
)

伺
年
十
ニ
月
、
第
ニ
鋼
材
販
賀
株
式
舎
批
(
取
扱
品
、
荷



板
、
持
鋼
、
試
力
)

同
年
十
二
月
、
日
本
鋼
管
販
賀
株
式
常
世

き
て
職
局
の
襖
大
は
統
制
に
統
制
を
重
ね
、
釧
材
聯
A
A
円
曾
は
続
制
鴨
川
A

口

脅
え
と
織
鋼
聯
合
曾
は
更
に
鏡
銅
統
制
曾
え
?
と
控
遣
す
る
。

昭
和
十
完
年
三
月
目
本
鑓
鋼
聯
合
曾
的
成
立
と
と
色
に
俊
来
あ
つ
れ
L
日

本
織
制
原
料
統
制
曾
枇
、
日
本
繊
同
統
制
曾
川
、
目
渦
鍛
制
限
膏
曾
杭
は

A

戸
口
併
せ
し
め
ら
れ
聯
令
曾
の
原
料
部
面
門
的
指
示
に
し
に
い
か
っ
て
原
料
の
配

給
統
制
を
行
ふ
よ
う
に
な

b
、
先
の
阪
貰
曾
祉
は
聯
A
E脅
町
田
給
料
問
機

関
L
C
し
て
指
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
他
方
泊
費
ば
涯
掃
を
最
貫
勅
と
し

て
割
官
決
定
し
、
各
阪
費
脅
祉
は
切
符
ー
と
引
換
え
に
鍛
銅
の
一
元
的
配
給

T
行
つ

k
。

織
刷
畑
脚
AT
曾
の
改
組
の
結
果
設
立
き
れ
た

i

一
織
側
同
制
品
目
は
昭
和
十
六
年

四
月
仁
成
立
、
同
年
九
月
仁
軍
要
産
業
閣
間
令
に
よ
っ
「
法
的
根
株
を
あ

た
え
ら
れ
に
色
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
園
防
商
家
開
制
完
成
の
に
め
の
「
綜

令
的
計
費
経
済
」
v

と
い
う
勇
し
い
名

H
の
も
と
、
網
棚
間
新
税
制
山
一
環
と

し
て
従
来
存
在
せ
る
織
鋼
蓮
盟
(
昭
十
コ
一
、
ヨ
一
、
設
立
、
調
査
E
主
要
業

務
と
す
る
)
?
と
日
本
織
鋼
聯
骨
曾
と
の
解
消
的
統
合
じ
よ
っ
て
成
立
し

に
。
か
く
日
本
餓
鋼
業
は
生
産
、
憤
路
、
阪
費
等
悉
〈
政
尉
の
統
制
、
計

壇
賞
下
に
お
か
れ
て
困
掛
機
構
は
寝
附
さ
れ
る
炉
、
そ
の
結
果
十
六
年
十
一
一

円
前
記
販
賢
曾
祉
は
解
散
さ
れ
、
新
土
じ
そ
の
一
元
的
機
構
士
る
銭
鋼
統

制
株
式
曾
祉
が
創
立
し
に
。
同
社
は
十
七
年
一
月
法
的
国
給
機
関
ー
と
し
て

指
定
き
れ
椛
制
宵
と
の
有
機
的
謹
躍
の
下
に
一
元
的
配
給
統
制
業
務
世
議

融
鋼
業
に
於
け
る
龍
逼
欄
構
の
分
析

/
 

行
す
る
と

E
E待
つ
亡
。

と
の
問
問
屋
、
特
約
問
ら
整
理
出
合
き
れ
、
以
前
的
問
屋
百
七
十
七
市
問

中
委
託
陪
仁
選
定
さ
れ
士
も
の
入
此
、
問
屋
に
選
定
さ
れ
た
色
の
九
十
八

百
で
あ
石
。
委
託
脂
は
版
買
は
刑
制
合
同
社
心
直
直
庖
と
レ
て
心
機
能
ぞ
輩
レ

戸
封
A
M

羽ザ

士
一
炉
、
更
に
倭
来
各
品
種
じ
亙
る
地
直
制
の
相
濯
は
統
一
さ
れ
、
十
六
年

七
月
に
は
地
問
別
、
吊
種
別
、
階
惜
別
に
共
同
国
給
統
制
貴
施
方
針
の
決

定
じ
従
っ
て
全
品
種

r
わ
た
h
共
同
国
給
を
行
つ
亡
。

品市酷
M

目
前
に
は
織
銅
版
費
統
制
桝
式
曾
祉
を
織
鋼
統
制
曾
え
と
既
牧
統

合
の
段
階
に
迄
撞
し
た
が
、
つ
い
に
ぞ
の
賞
現
化
合
み
す
に
八
月
十
王
白

骨
迎
え
吉
る
を
得
な
か
っ
仁
。

(
註
四
)
香
話
府
忙
は
三
井
、
=
一
菱
、
岩
井
、
安
宅
、
日
商
、
浅
野
、

大
倉
が
あ
た
っ
た
。

耕
び
と
し
て
日
韓
成
立
以
後
は
揃
弐
酸
時
穂
制
え
の
移
行
、
強
佑
1r
共

に
織
鋼
業
の
、
し
仁
が
っ
て
又
そ
の
流
通
機
構
の
統
制
も
強
化
さ
れ
て
明

き
、
問
尾
は
俊
来
の
性
絡
を
大
部
鍵
草
さ
れ
、
大
戦
制
毘
前
後
に
は
臨
時

間
精
機
構
の
一
部
に
迄
化
し
た
が
、
こ
の
場
合
に
色
指
定
販
賢
人
、
問
屋

特
約
百
の
間
に
長
別
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
聞
も
指

定
限
頁
人
は
ぞ
れ
が
-
一
世
間
酔
r
m
m
r
h
編
入
さ
れ
た
後
で
も
委
悟
託
等
O
形

で
他
問
屋
と
業
別
待
遇
を
あ
た
え
巳
叫
て
い
亡
の
に
封
し
、
一
方
特
約
百

は
続
制
、
企
業
神
間
仁
ょ
っ

τ過
ヰ
敏
日
常
業
令
停
止
3
れ
て
い
る
0
.

品
企
考
文
献
「
統
制
令
年
鑑
」
昭
和
十
八
年
版

佐
々
木
、
猪
俣
著
、
「
噛
鋼
輯
制
の
費
際
知
識
」

静
六
十
八
巻

7L 

第
四
・
五
調

大
ブb
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連

• 舗網島伊東窓商
株式曾祉

第
四
・
五
披

七
O 

同
南
氏
著
「
績
輔
鋼
統
制

の
寅
際
知
識
」

骨
盤
嘉
一
一
郎
著
「
鍋
銅
業

の
現
段
階
」

(
四
)
経
験
よ
h
現
在
ま
で

「
八
月
十
主
日
敗
肢
と
し
し
も
じ

わ
が
関
識
鋼
業
も
そ
の
裂
生
以

来
援
医
の
槙
粁
で
あ
っ
七
軍
事

的
性
格
者
剥
噂
せ
ら
れ
、
同
時

に
鞍
時
中
の
強
度
な
訴
統
制
か

ら
解
除
せ
ち
れ
亡
。
聞
も
先
の

鞍
時
統
制
機
関
で
あ
っ
七
織
銅

統
制
曾
は
解
散
さ
れ
、
こ
れ
ド

代
っ
て
昭
和
二
十
三
年
三
月
日

本
織
的
削
協
議
曾
い
か
酷
制
使
混
飢
期

に
於
け
る
需
給
を
調
轄
す
る
に

め
の
生
産
者
的
連
絡
機
関
と
し

「
設
立
さ
れ
、
更
に
そ
の
下
「
い

各
品
種
別
メ
ー
カ
ー
の
連
絡
機

関
ー
と
し
て
目
本
織
鋼
諒
盟
、
鋼

材
懇
話
曾
、
銑
織
懇
話
曾
、
日

本
鋳
鋼
禽
、
日
本
鍛
鋼
舎
が
そ



れ
引
ぞ
れ
設
立
さ
れ
た
。
が
そ
の
後
濁
禁
法
あ
る
い
は
集
中
排
除
法
等
の
諸

法
規
に
よ

b
二
十
一
一
年
十
二
月
仁
は
鋼
材
懇
話
禽
は
解
散
さ
れ
代
り
に
鋼

材
ク
ラ
ブ
が
成
立
し
、
同
本
織
鋼
連
盟
も
目
本
織
銅
曾
を
解
て
新
レ
い
日

本
甥
鋼
遁
盟
え
と
輔
由
化
し
て
い
つ
t
o
L
Y
〈
の
如
き
推
移
は
、
統
制
か
ら

の
解
除
の
し
た
が
っ
て
又
自
由
取
引
制
え
の
推
移
の
過
程
で
あ
る
が
、
こ

匂
こ
と
は
酷
時
中
、
企
業
整
備
あ
る
い
わ
験
時
統
制
に
よ
っ
て
そ
の
機
能

を
い
ち
じ
る
し
〈
阻
害
さ
れ
、
配
給
機
構
の
軍
な
る
一
部
と
化
し
て
い
た

問
屋
府
(
特
に
中
小
問
屋
)
に
再
♂
本
衆
的
な
商
業
資
本
と
し
て
復
活
す

る
機
曾
を
あ
に
え
土
。

問
屋
特
約
活
の
蘇
生
朕
斑

年

問

屋

特

約

盾

昭

和

十

ニ

年

五

回

一

、

七

0
0

昭

和

十

六

年

一

凡

O

一
、
丸
0
0

昭

和

十

七

年

九

四

七

0
0

昭

和

一

一

十

一

年

五

凡

て

四

七

八

昭

和

一

一

十

=

年

九

凡

不

明

昭

和

ヱ

十

五

年

四

月

一

七

四

一

、

一

王

周

し
か
し
な
が
ら
問
屋
府
の
復
活
に
劃
し
て
一
方
生
産
の
方
は
敗
鞍
と
と

も
じ
著
し
〈
低
下
b
、
例
え
ば
鋼
材
の
生
産
高
は
験
後
四
年
T
躍
に
二
十

四
年
に
於
い
で
す
ら
開
鞍
嘗
時
十
七
年
白
半
分
以
下
仁
遁
ぎ
な
い
朕
態
で

あ
い
9
V
の
結
果
問
屋
聞
の
競
争
は
激
化
レ
、

t
め
に
統
制
時
代
と
は
別

の
意
味
で
メ
ー
カ
特
に
大
メ
ー
カ
ー
の
主
理
性
仁
従
わ
ざ
る
を
得
な
い

錨
鋼
業
に
於
け
る
流
調
機
構
の
分
析

¥ 

時
松
田
に
な
っ
た
。
と
れ
仁
つ
い
て
は
後
に
詳
し
〈
説
明
す
る
と
し
て
と
も

か
く
そ
の
他
の
事
情
も
加
わ
り
問
躍
が
メ
ー
カ
ー
の
商
品
取
扱
業
者
と
し

で
近
代
的
な
商
業
資
本
家
伝
仁
た
と
い
う
乙
と
は
一
般
に
い
え
よ
う
。

さ
て
鞍
後
統
制
り
緩
和
と
自
由
取
引
え
の
推
移
(
完
全
な
自
由
取
引
ま

で
は
切
符
制
あ
る
い
は
フ
9

1
タ
ー
ボ

y
制
と
し
て
物
慣
閥
、
債
格
調
整

岳
囲
を
調
E
割
営
制
に
よ
っ
C
取
引
し
て
い
た
)
と
と
も
じ
生
産
も
漸
〈

日本銭鋼連盟調

圏内生産高

材|銑 錨 i鋼 塊

昭和1121年タ

13タ

14グ

15タ
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17ク

18タ

19タ

20タ
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23 • 808，024 
24タ 684，000 
25 ~ 

(表的
回
復
し
、
補
給
金
も
そ
れ
じ
臨
じ
て
漸
帝
人
削
減
さ
れ
民
間
貿
易
え
の
誼
も

第
六
十
八
巻

ブし
五

第
四
・
五
雄

七



鋤
鋼
業
に
於
け
る
流
渇
機
構
白
分
析

開
放
さ
れ
て
岡
引
く
が
、
モ

muE国
生
産
コ
ス
ト
間
の
問
題
が
解
消
さ
れ
両

前
仁
早
〈
も
四
九
年
の
米
闘
を
始
め
と
す
あ
世
界
的
畿
鋼
債
格
下
落
と
い

普ュ直司自国王延吉田j寸，生産在庫，買掛残高

/ ¥ 

， 
、

I 

v 
./ 

戸 . 
売持ト残高

/ 人レ 、、

1，〆
/ / ‘、、

， 

、再 ?1 
〉と1>( .' / -酬....' 

，d，， d 
「J{  圃

1 i 」一上一|

(表10)

"c 

90 

80 

40 

70 

50 

OD 

10110 

い う
う弓て

こ視

とに
は影
皮響
肉き
でれ
あて
る雲市
Ofot易
し】由

か障
し隈
乙 lこ
のぷ
障つ
樫か
も ら
三 d'
-1- る

宜号
年得

(説明)世界銀鋼債格四費動が最も紘感にあらわれるといわれているベ六な

眠 ルギ..，.. K~ν、τ車関伎の慣格上昇はいち亡る 1 い。 月か
につ

勃 Tこ
設と

第
六
十
八
巻

B • 

〈鋼材倶東部情報 50，60擁 K依る〉

(説明)昭和24年，~]工り買掛残高が念カープで上昇している白目注意

せ主 o又昭和:35年 6月朝鮮事艶勃設後同カ戸プ万三世に下帯して

いる黙にも注意せよ。

d. S 7 56789100122折 2 ~ • 
010 L... 
万億1i;局 1 ， 4 

磁用

一
九
六

第
四
・
豆
擁

七

ベルギー餓銅憤格6推移(車位ドル)

1 1a4叩月 I 5 月 6 )0 1 7且 8 且 1 9且 10周

61 80 

形鋼 75郊 X7ò~話 53 I 53 64 75 88 

厚板 12郊-25，え 62I 62 78 80 110 

薄担 0.5説 119 I 119 I 119 I 1剖 l~fi 115 115 

(表11)



し
亡
朝
鮮
事
繁
と
そ
れ
仁
と
よ
も
な
ァ
ワ
資
本
主
義
務
闘
の
軍
横
に
よ
り
誘
事
週

(表

u

v

s

さ
れ
に
い
わ
ゆ
る
特
需
景
気
1
r
世
界
的
h

ハ
錦
繍
慣
格
の
上
白
骨
に
よ
っ
て
迫

時
的
町
解
決
を
み
に
。

そ
の
結
束
崎
山
刊
は
増
窪
さ
れ
景
気
は
再
び
回
復
さ
れ
た
が
一
方
中
小
問

屋
特
に
撒
出
向
業
務
に
仁
守
き
わ
っ
て
い
な
い
大
多
数
の
中
小
問
問
は
内

需
隈
迫
仁
掛
す
る
不
平
を
あ
げ
、
一
時
大
、
小
問
医
聞
に
劉
立
の
現
象
を

招
い
た
が
最
近
ア
は
こ
の
現
象
も
制
〈
下
火
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

今
後
朝
鮮
に
台
け
る
休
腰
骨
談
、
中
共
貿
易
禁
止
等
の
影
響
が
織
鋼
業

仁
E
の
よ
う
に
響
く
か
は
住
山
仁
慣
す
る
で
あ
ろ
う
。

戦
後
流
通
機
構
白
山
賀
仰
と
諸
問
題

(

一

)

概

説

仰
問
畳
、
と
特
約
庖

職
前
指
定
商
あ
る
い
は
指
定
版
寅
人
ー
と
し
て
名
賓
と
も
に
他
問
雇
か
ら

匝
別
き
れ
亡
い
七
三
井
、
三
菱
、
岩
井
生
す
の
商
社
は
勤
時
腕
制
仁
よ
っ
て

そ
の
特
権
的
地
位
か
ち
問
屋
附
に
編
入
き
れ
、
わ
十
か
に
委
託
府
と
し
て

販
賀
統
制
曾
一
世
の
上
級
配
給
機
構
の
地
位
を
維
持
す
る
の
み
に
な
っ
た
と

い
う
と
と
は
既
に
前
章
(
六
四
頁
)
で
時
世
し
た
湿
り
で
あ
る
が
、
職
後

は
純
情
カ
あ
る
い
わ
儲
統
力
炉
度
判
楓
す
れ
ば
、
少
く
予
と
も
形
式
上
は
問

屋
間
に
何
ら
伺
恒
別
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
唯
同
別
と
し
て
残
っ
て
い
る

の
は
問
屋
と
特
約
百
と
の
商
別
で
ゐ
る
が
、
こ
れ
も
厳
密
に
な
そ
う
と
す

る
と
そ
う
容
易
で
な
い
こ
と
が
分
る
。
E

と
い
う
の
は
問
屋
に
せ
よ
特
約
陪

蛾
鋼
業
に
掛
け
る
流
通
揖
構
自
分
析

に
せ
よ
賓
際
仁
日
嗣
岩
hr
兼
ね
て
い
る
阪
寅
奨
岩
が
か
な
り
多
い
か
ち
で

あ
る
。
が
そ
れ
は
ー
と
も
か
く
現
在
存
在
せ
る
岡
陸
、
特
約
百
の
そ
れ
ぞ
れ

を
大
約
定
義
づ
吋
れ
ば
夫

m如
〈
な
る
で
あ
ろ
う
。

問
屋
。
メ
ー
カ
ー
k
直
接
取
引
を
な
す
費
絡
を
有
し
、
し
に
炉
つ
で
艇

済
力
も
比
較
的
大
で
あ
り
、
需
要
者
は
大
口
需
要
者
仁
限

ιれ
、
小
日
官

要
者
、
地
方
持
者
に
描
到
し
て
は
専
ち
特
約
聞
を
逼
じ
て
な
す
も
の
。

特
約
問
。
問
段
以
外
の
小
阪
費
業
者
で
、
大
メ
ー
カ
ー
と
官
接
取
引
せ

や
車
ら
問
屋
号
通
じ
、
ぞ
の
下
部
組
織
と
し
て
需
要
者
ー
と
閲
係
し
、
し
か

も
拐
要
者
は
小
口
需
要
岩
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
。

情
そ
れ
ぞ
れ
を
匝
別
す
る
特
費
守
二
、
三
あ
げ
れ
ば
問
屋
は
官
接
メ
ー

カ
ー
の
士
め
に
綴
鋼
需
給
関
係
を
抱
握
し
て
や

h
、
時
に
は
需
給
関
係
を

ス
ム
ー
ス
な
ら
レ
め
る
に
め
に
、
メ

l
ヵ
、
需
要
家
、
特
約
慣
に
劉
し

干
し
費
金
的
犠
牲
を
は
巴
う
が
、
特
約
百
に
は
か
か
る
義
務
は
殆

E
な
い
。

倉
庫
は
悶
者
と
も
そ
れ
ぞ
れ
特
定
内
場
所
に
所
有
し
て
い
る
が
、
乙

L
の

性
買
上
問
屋
は
比
較
的
大
な
あ
、
特
約
屈
は
比
較
的
小
な
る
そ
れ
を
持
っ

て
い
る
。
唯
と
の
場
A
口
問
障
は
大
口
需
要
者
え
白
阪
費
日
、
レ
に
が
っ
て

、
、
、
、
ー
(
匙
=

ひ
も
つ
き
費
り
か
多
い
り
で
倉
山
聞
は
そ
白
に
め
の
商
品
存
関
所
に
描
吉
な

い
が
、
取
扱
商
品
の
少
い
、
企
し
た
が
っ
て
口
銭
の
少
い
特
約
閉
じ
と
っ
て

は
倉
庫
は
む
し
ろ
問
責
h
の
た
め
の
商
品
販
賢
所
ー
と
い
う
性
椅
が
強
い
。

が
こ
れ
も
大
部
註
鶴
づ
き
で
の
こ
L
し
で
あ
る
。

(
註
一
)
ひ
も
つ
き
と
世
販
賀
先
の
確
定
し
て
い
る
乙
L

乙
で
あ
る
が
、

こ
の
割
合
は
市
場
吠
況
の
盤
動
に
工
づ
て
か
な
り
環
動
す
る
。

静
六
十
八
巻

九
七
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・
五
輯
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観
鋼
業
に
骨
け
る
摘
通
揖
構
の
分
析

き
で
、
問
屋
、
特
約
活
に
媒
介
さ
れ
る
現
在
鈎
剣
業
の
流
通
機
構
は
次

の
如
〈
画
一
市
き
れ
よ
う
。

カ

汀E

屋f珂

(
イ
)

I
l
-
-一小

メ

(
イ
)
は
い
わ
甲
る
メ

l
力

l
世
賓
の
分
で
例
え
ば
園
鍛
え
の
阪
習
な

E
が
そ
う
で
あ
あ
が
、
わ
が
圏
の
場
合
、
メ
ー
カ
ー
直
買
は
比
椴
的
少
〈

出
荷
量
り
一
O
%
か
ち
二
主
%
位
で
あ
る
。
(
こ
は
問
屋
経
由
販
頁
砕
t

後
の
九
O
%
か

ι七
五
%
が
こ
の
八
万
有
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
中
特
約
白

骨
遁
じ
て
阪
買
す
る
会
は
査
髄
の
O
財
足
ら
ず
で
、
専
に

J

内
需
の
み
ド

限
L
れ
て
あ

h
、
径
の
大
部
分
は
問
屋
か
ち
需
要
者
(
閣
外
、
圏
内
)
え

版
費
さ
れ
る
。

昭
和
三

1
主
年
三
月
現
在
で
問
屋
の
教
は
一
七
四
社
で
殆
E
が
釧
材
倶

繋
部
曾
員
で
あ
b
、
奈
園
間
尾
組
A
門
員
で
あ
る
が
、
特
約
庖
は
そ
の
約
六

倍
て
一
五
四
社
マ
問
屋
炉
主
と
し
て
大
都
市
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋

に
集
中
し
て
い
る
仁
劉
し
各
地
匿
に
分
前
し
て
い
る
。
し
か
し
相
劉
的
仁

第
六
十
八
巻

ブし
戸、

第
四
・
五
拙

七
回

は
験
前
仁
於
い
て
よ
り
も
鞍
後
に
於
い
て
問
屋
は
特
約
閉
じ
比
し
増
加
し

昭
和
十
一
一
年
に
於
い
で
問
屋
一
一
件
仁
地
到
し
特
約
附
三
十
一
軒
で
あ
っ

t
色

の
が
昭
和
一
一
十
四
年
間
月
に
は
問
屋
一
明
に
軒
し
特
約
府
六
軒
と
な
っ
て

い
る
。向

昭
和
二
十
瓦
年
度
普
通
鋼
々
材
出
荷
賓
績
中
、
メ
ー
カ
ー
直
費
、
J

岡

庭
扱
高
、
特
約
問
扱
丙
の
比
は
弐
の
如
〈
で
あ
る
。

出

荷

費

績

メ

1
力

1
直

貰

問

屋

直

買

特

約

百

扱

《
干
ト
一
乙

一
一
一
、
ニ
四
王
・
四
五
七
七
・
丸
一
一
、
四
O
六
・
二
二
六
一
・
ニ

(
M
m〕

一
0
0

一

七

・

八

七

四

・

一

八

・

一

f
t
t
i
l
t
-
-
J『
I
t
a
l
i
-
-
1
t

問

屋

扱

二
、
六
六
七
・
四
宇
ト
と

八
二
・
ニ
AMV

川
特
約
席
扱
は
問
屋
出
荷
賃
績
中
の
そ
の
他
の
販
衷
業
者
え

嘗
て
た
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
究
際
に
は
特
約
底
抜
高
は
表

に
示
し
た
ヱ

P
9
い
誓
で
あ
る
。

向
鋼
材
倶
築
部
調
よ
り
作
成

(
註
)問

収
引
方
法

終
験
後
に
は
い
わ
m
V

司
令
指
定
生
産
財
剤
首
規
則
な
る
も
の
が
あ
っ
で
、

費
鴇
要
者
は
需
要
調
査
を
主
務
官
聴
を
遁
じ
て
担
問
安
定
本
部
仁
提
出

し
、
安
本
は
こ
れ
じ
も
と
守
き
商
工
省
(
現
在
。
語
庫
省
)
と
協
議
し
た

後
再
び
各
主
務
官
聴
に
阻
常
計
望
小
」
遁
知
し
、
主
務
官
腐
は
又
こ
れ
に
よ

b
割
営
通
知
努
ナ
需
要
家
仁
援
行
す
る
。
か
〈
し
て
剤
嘗
通
知
雰
を
う
り



問屋特約周回地直別分布駅班

地 直|問屋|特約活l地 匝|問屋|特約庖

京 "41191 11滋賀 11 
奈川 211| 三重 }剖

棄 却和歌山 17 
J 王 17 奈良 6 
木 26 慣島:2I 21 
揖 21 同 rlr 1 1 14 
馬 郡山口:21 21 

繭島 田 11 鳥取 8 

青宮豹砦1 1h 1 7E 2 6 1 島 4県 5 前【 23 愛揺 18 

回 13 徳高香 jfl 1 1 15 

霊問 15 島 6 
10 11 ~ tffi I I 11 

静 54 繭 知岡 6 I 46 
長野 21 兜島 ケ

新愛岐1宮1 事t知阜島~ 1. 1 9 時 9 114011* 41- 1 9 

8614 1 7 7 

rir 1 1 18 11 lf '" 1 1.8 

右 ' 川
I 1 1 19 海 分本霊賀 1 1 44 

大繭 井阪 67 1122 8 合 計 114 まi 1，154 

京兵 都庫 3 1 ~g 11 (支昭邸唐出4現張在所合 ず)

(表13)
こ
れ
で
色
っ
て
問
屋
に
霞
注
し
、
問
屋
は
メ
ー
カ
ー
と
契
約
す
る
が
、
初

符
は
製
品
の
引
渡
し
ー
と
引
換
え
に
悶
牧
草
れ
る
こ
と
仁
な
っ
て
い
た
。
伺

乙
の
場
合
、
銭
銅
製
品
に
は
、
補
給
金
炉
支
給
さ
れ
て
い
た
か

ι買
取
、

買
戻
の
査
部
は
債
格
調
整
会
園
織
鋼
部
が
こ
れ
を
行
つ
亡
。
終
職
間
後
の

取
引
方
法
は
大
凡
か
〈
り
如
〈
で
あ
る
が
、
そ
の
後
一
部
改
正
か
加
え
ら

れ
突
い
で
二
十
四
年
同
月
に
は
フ
リ
ク
ー
ポ
ン
制
が
採
用
さ
れ
亡
。
こ
れ

(1)問屋は鋼材倶柴部曾員

(2)特約肢は全国問屋組合調 (24.12)

(荏) ~'I&は昭 25.4涜在，鋼材f具製部調，特約居は

昭2<1.11現在z 全国錨鋼問屋組会調

七
需
要
家
は
は
取
引
￥
続
上
に
於
い
て
は
形
式

的
に
は
以
前
ー
と
大
差
な
〈
唯
切
符
が
費
行
者
の

芋
ち

E
仁
回
収
き
れ
る
と
い
う
こ
3

と
が
相
淫
す

る
ゼ
吋
で
あ
る
が
、
各
メ
ー
カ
ー
が
こ
ぞ
っ
て

切
符
の
入
手
を
寧
う
と
い
う
轄
で
は
犬
部
自
由

競
事
性
は
裂
揮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
で
い
る
。

問
屋
口
銭
仁
つ
い
て
は
、
乙
の
間
外
口
銭
制
と

し
て
問
屋
は
メ
ー
カ
ー
と
は
無
関
係
に
会
固
か

ら
所
定
相
を
支
給
さ
れ
て
い
亡
が
同
年
九
月
か

ら
は
内
口
銭
制
に
改
め
ら
れ
直
接
メ
ー
カ
ー
か

ち
口
銭
を
受
取
ゐ
よ
う
に
な
っ
た
。

A
R

し
か
し
な
が
ら
生
産
の
そ
の
伎
の
順
調
な
る

設
展
と
E
も
仁
九
原
則
、

γ
ッ
ジ
ヲ
イ
ジ
の
要

請
に
従
い
二
十
宜
年
七
月
に
は
鋼
材
由
、
更
仁

木
年
四
月
仁
は
銑
織
の
補
給
金
、
公
定
慣
格
制

は
撤
陵
さ
れ
自
由
取
引
え
と
推
移
し
て
い
つ

7
 現

在
賓
際
に
行
わ
れ
て
い
る
取
引
の
方
法
は
大
観
弐
の
如
〈
で
あ
る
。

即
ち
メ
ー
カ
ー
は
毎
月
一
間
乃
至
致
問
先
物
協
議
曾
を
日
ら
き
建
値
を
喪

表
し
、
同
時
に
問
屋
と
契
約
閥
係
仁
つ
い
て
協
議
す
る
。
契
約
方
法
に
は

大
別
し
て
三
種
類
晶
り
、
一
つ
は
定
期
型
約
と
い
っ
て
メ

l
カ
i
が
特
定

の
問
屋
(
己
の
問
屋
は
E
U
問
屋
で
も
と
い
う
わ
け
で
な
く
大
随
一
定
し

醐
鋼
業
に
掛
け
る
施
趣
槽
構
の
分
析

掛
六
十
八
巻

7u 
;h. 

七
五

第
四
・
五
盟



輔
鋼
業
に
品
目
げ
る
流
通
槽
構
心
分
析

て
い
る
)
に
あ
あ
継
続
期
間
定
期
的
に
鰍
買
最
ヂ
一
引
受
け
ち
せ
ろ
方
法
で

あ
ゐ
炉
、
こ
の
方
法
は
市
場
建
動
の
激
し
い
時
は
問
屋
仁
と
っ
て
は
あ
ま

り
有
刺
で
な
い
。
(
二
)
先
物
契
約
、
こ
の
契
約
方
法
は
問
屋
が
繍
鋼
需
要

の
駅
祝
に
憾
じ
て
商
品
を
受
反
る
以
前
、
一
ヶ
月
?
と
ど
一
ヶ
月
前
に
メ
ー

カ
ー
E
取
引
契
約
を
結
ぶ
方
法
を
い
う
が
、
こ
れ
は
市
況
の
好
随
L
つ
つ

め
る
よ
ろ
な
場
合
に
多
い
。
(
三
)
随
意
契
約
、
字
義
遁
b
問
雇
が
そ
の
都

度
随
意
に
註
文
を
出
し
メ
カ

E
契
約
す
る
方
法
で
あ
る
。

問
屋
は
メ
カ
と
の
契
約
が
定
ま
り
需
要
家
に
製
品
を
渡
す
と
同
時

に
あ
る
い
わ
一
定
期
間
後
一
し
現
金
又
は
手
形
で
需
要
家
か
ら
支
梯
を
う
け

る
が
二
十
五
年
米
期
の
現
朕
ほ
現
金
排
一
剤
、
二
ヶ
月
手
形
三
割
、
三
ヶ

月
手
形
三
乃
至
問
割
、
四
ヶ
月
手
形
民
じ
〈
一
二
乃
至
い
割
程
度
で
後
二
者

ば
大
髄
信
肘
あ
る
大
円
需
要
岩
に
多
か
っ
た
。
問
屋
の
受
取
る
円
銭
は
致

後
柑
制
時
代
に
は
公
定
の
需
要
者
債
絡
の
う
ち
仁
含
ま
れ
て
い
た
が
、
統

制
抑
陵
複
は
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
起
値
の
内
界
が
種
々
淫
う
叩
で
口
舗
も

一
宮
し
て
い
な
い
賀
状
で
あ
ゐ
。
例
え
ば
入
幡
や
守
川
士
は
自
己
製
品
に
つ

吋
仁
費
抽
(
建
値
)
の
中
に
問
屋
の
口
銭
も
含
昏
て
お

b
、
し
h
L

が
っ
て

内
口
銭
制

T
K
フ
て
い
る
が
、
そ
の
口
銭
も
プ
リ
キ
、
鋼
材
と
製
品
裡
嫌

に
よ
っ
て
、
叉
自
費
、
ひ
も
つ
き
の
広
別
に
止
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
建
っ
て
い

る
。
叉
川
崎
製
織
の
よ
う
な
外
日
銀
制
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
口
銭

は
建
値
と
は
直
長
に
は
無
関
係
に
市
出
に
臆
じ
て
多
C
も
少
く
も
な
る
場

合
も
あ
る
。
か
〈
口
鐘
ぽ
現
在
で
は
必
ヂ
し
も
一
定
し
て
い
な
い
が
大
開

の
と
こ
ろ
二
一

μ枕
が
普
遁
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
柑
外
口
銭
制
ー
と
内

第
六
イ
八
巻

第
四
・
五
揖

ロ
銭
制
ー
と
の
問
屋
に
劃
す
る
関
係
は
、
前
者
は
好
況
申
時
に
は
一
般
「
間

庭
に
有
利
で
あ
り
、
特
仁
先
物
契
約
の
場
合
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
民
国

問
屋
に
v
と
っ
て
危
険
性
も
多
い
。
後
者
の
場
合
は
前
者
と
は
皮
濁
に
口
銭

に
危
険
件
が
少
い
が
そ
れ
が
一
定
し
て
い
る
に
め
に
莫
大
な
利
潤
を
あ
げ

る
こ
と
も
少
い
。

(
一
一
)
問
康
の
貴
腫
と
諸
問
題

山
新
興
問
屋
司
港
一
出
と
奮
問
屋

敗
職
後
、
践
時
統
制
か
ら
の
解
放
と
と
ち
に
間
障
問
ち
漸
く
復
活
し
は

じ
め
昭
和
ご
ム
五
年
に
は
犬
聡
勃
震
直
前
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
ほ

E
迄
仁

培
加
し
た
が
、
と
り
増
加
に
ト
お
い
て
特
に

H
立
つ
の
れ
職
後
新
し
〈
設
立

き
れ
た
新
興
問
屋
の
準
出
で
品
る

D

印
ち
昭
和
二
十
五
年
度
仁
お
い
て
資

本
金
百
芭
閣
以
上
の
商
社
三
三
六
枇
中
そ
の
過
半
駐
で
あ
ゐ
一
七

O
祉
は

(
+
設
け
)

践
後
新
し
〈
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
と
の
う
ち
資
本
金
一
干

高
園
以
上
の
第
一
級
問
屋
を
賢
本
金
百
高
固
代
の
第
一
級
特
約
仇
の
増
加

が
著
し
〈
、
特
ド
後
者
が
倍
近
〈
増
加
し
て
い
る

ζ

土
は
特
徴
的
で
あ

る
。
前
者
の
増
加
理
由
に
は
少
し
問
題
川
あ
る
が
、
後
者
の
増
加
盟
由
に

つ
い
て
は
、
資
本
金
千
古
両
国
代
あ
る
い
わ
川
そ
れ
ば
下
り
商
社
が
職
時
統
制

期
の
企
業
轄
九
聞
に
よ
っ
て
最
も
打
撃
炉
大
き
か
っ
た
こ
と
り
反
動
と
し
て

第
ご
に
は
軍
需
の
激
減
と
民
話
の
相
劃
的
増
加
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
得
ょ

う。

O 
〈コ

t 
4 
J、

新
興
生
香
川
り
準
出
は
聡
山
川
業
者
と
し
て
の
問
屋
の
面
か
ら
も
い
え
る
こ

E
で
品
っ
て
、
己
申
こ
と
は
餓
鋼
腕
出
の
増
加
ー
と
と
も

ι
一
段
に
著
い
一
〈



例
え
ば
ー
昭
和
二
十
三
年

度
仁
於
い
て
新
興
総
出

業
者
の
敷
は
六
枇
、
査

撒
出
頼
の
一
回
・
壬
%

で
あ
っ
七
も
の
か
翌
二

十
四
年
度
に
は
活
激
仁

増
加
し
て
四
十
九
日
杭
、

全
倫
出
頼
日
閉

0
・

%
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
事
質
は
明
ら
か

的

仁

奮

問

屋

町

相

調

的

後

衰

虫

k
新
興
問
屋
山
進
出

争
意
味
し
、
特
仁
昭
和
の
初
期
仁
於
い
て
指
定
商
と
し
て
、
金
銭
釧
商
品

の
九
O
%
以
上
や
取
扱
っ
て
い
七
十
社
に
湘
た
な
い
奮
大
問
屋
の
絶
罰
的

君
臨
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
で
も
愉
新
興
開
障
は
奮
問
屋
と

針
抗
し
う
る

rけ
の
一
勢
カ
に
迄
成
長
し
て
い
な
い
こ
と
は
注
目

ι値
す

る
。
印
ち
昭
和
一
一
十
四
年
度
に
於
吋
る
問
屋
の
仕
入
高
を
1r
っ
て
み
で
も

仕
入
高
中
の
一
件
よ
り
十
位
進
は
依
然
と
し
て
岩
井
、
入
丸
等
の
奮
大
問

屋
炉
占
砂
て
い
る
。
唯
と
の
う
も
量
一
町
吻
覧
、
丸
の
内
商
事
の
二
位
は
動

後
新
註
さ
れ
仁
も
の
で
は
晶
る
が
、
こ
れ
と
て
も
そ
の
内
覧
は
弐
仁
み
る

よ
う
に
奮
三
井
物
産
、
三
菱
商
事
の
衣
替
え
し
仁
も
の
に
温
ぎ
な
い
。

新興問屋のil出況駅(昭和田年)

資本金 | 合 計
終戦 前 終 戦 後

1000高園以上 14'妊 13'士 27枇

500高間タ 23 12 i.l5 

300高 岡ク 27 17 44 

200寓 闘ク 35 28 63 

100寓闘ク 67 100 167 

令 言干 166 1';0 336 

鍋
鋼
業
に
於
け
る
疏
遁
棚
構
自
分
析

解
散
期
日

解
散
後
設
立

さ
れ
た
商
品

三
井
物
産

開
ニ
一
一
、
七
二
一
一

室
町
物
産

(
昭
二
二
、
=
、
三
設
立
)

四一

丸
山
内
商
事

(
昭
三
、
へ
一
設
立
)

一コ一六
一
一
一
菱
商
事

陪
ニ
ニ
、
七
、

底
分
輝
君
同

所
有
総
額
に

封
す
る
が

露
分
債
格

つ
円
万
回
)

七、一一一

六
、
一
二

一O

以
上
昭
三
、
占
、
三
一
現
在
)

し
に
が
っ
て
丸
の
内
商
事
、
宮
一
町
物
置
を
奮
問
屋
系
と
し
で
認
め
る
な

巴
ば

Jvγ
あ
げ

t
問
屋
仕
入
高
中
、
一
位
よ
計
吋
下
山
由
は
怒
〈
奮
伺
康
茶

で
あ
b
そ
の
比
牢
付
金
艦

m
四
五
%
近
〈
で
あ
ゐ
。

鏡
銅
輪
出
関
係
仁
つ
い
て
み
て
も
奮
一
一
一
井
和
理
系
及
び
奮
三
菱
商
事
釆

の
査
峨
出
取
扱
高
中
じ
於
い
て
占
め
る
比
率
は
同
年
度
に
於
い
て
そ
れ
ぞ

れ
三
一
井
来
一
二
・
九
%
、
=
一
要
茶
一
回
・
O
%
.
計
三
宝
・
九
%
で
ゐ
b

新
興
隔
出
業
者
取
扱
南
中
占
ゆ
る
比
率
、

1
一
一
井
来
宝
二
・
九
%
、
二
一
要
素

三
三
・
八
%
、
計
八
六
・
六
%
と
、
=
一
井
、
三
菱
系
商
社
の
地
位
は
侮
れ

な
い
。以

上
見
に
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
新
興
商
社
の
準
出
は
資
本
金
百
菖
園
代
山

小
問
屋
乃
至
特
約
応
仁
於
い
て
特
に
め
ゴ
ま
し
く
、
大
問
屋
仁
つ
い
て
は

一
般
的
に
は
妥
営
す
る
が
、
し
か
も
備
蓄
問
屋
は
依
然
と
し
で
新
興
問
屋

#
凌
駕
し
ど
地
位
仁
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
結
論
さ
れ
ゐ
。
こ
こ
で
つ
い

部
六
十
八
巻

O 

七
七

第
四
・
五
瞳



観
鋼
業
に
酔
け
る
流
逝
極
構
り
分
析

100?/o 
(75世)

(昭和24~6且 _25年5月)

比事

85.9が
(42;仕)

44.6ラ6
(10枇)

織鋼間庭仕入高集中度

仕入高

161，921，640kg ¥ 

11，4却，894

89.012.239 町 .1タゴ
J 位置士)

87，097，114 

河川町，073 ) 

7G，834，7:.!8 

ケ4，Ul1，lG3

65，565，264 

64，096，215 

58，375，335 

867，098，565 

7fi:1，fi27，6111 

323，058，597 

(表15)， 

問 辰名

砦井産業

入 丸産業

日商

森岡興業

大 阪鋼材

安宅産業

丸白内商事

室町物産

岡谷鋼錨

南海興業

小計

日本錨鋼そ自他
;~2市立

その他中小問屋
13日世

阿屍総数 175昨士

で
に
附
言
す
れ
ば
後
f

見
る
よ
う
に
資
本
金
百
高
閣
は
下
の
商
祉
の
取
抜

高
は
金
取
扱
高
の
七
・
八
%
仁
過
す
な
い
と
い
う
己
と
で
あ
る
。

向
問
屋
企
業
型
態
の
内
呑
分
析

a

自
己
資
本
ー
と
他
人
資
本
の
関
係
‘

太
平
洋
勤
宇
に
於
付
文
刊
敗
北
は
軍
需
な
ら
び
仁
海
外
植
民
地
市
場
の
喪

失
と
ー
と
も
に
問
屋
資
本
、
特
仁
固
定
資
本
に
甚
大
な
損
害
を
あ
に
え
に
。
例

え
ば
岩
井
産
業
は
暁
時
中
外
地
支
問
、
出
張
所
ゐ
わ
せ
て
四
十
丸
祉
を
も

っ
て
い
士
炉
、
こ
の
全
部
は
敗
歌
じ
よ
っ
て
失
わ
れ
、
全
在
外
財
産
の
損

業

訓

叫

叶

司

川

J
川
会
一
干
高
閣
に
の
ぼ
り
、
安
宅
産

暗

開

局

防

い

阿

川

書

在

外

資

産

一

一

一

千

苗

圃

(

首

時

安
一
山
町
立
一
一

u
m
舶
の
公
輯
査
本
金
一
千
高
岡
)
を
失

(

1

:
ー

移
阿
保
担
I
F
(
|げ
ー
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
車
に
一
例
に

雄
一
泊
則
現
一

の
一
机

u
肝
一

1

O札乱札子~~屯加m

す
ぎ
な
い
が
、
と
も
九
かy
〈
敗
冊
職
鞘
に

2
哨

吋は川一一一科W8&v

即一
V以ι

9削
.
叩
川
川
資
本
臼
他
人
費
本
に
掛
す
る
相
調

初望炉〓

ρFr0
い

E

1

E

E

人

lLソ
1
1
1
1
1
1
1

的
減
少
に
特
徴
的
に
あ
L
わ
れ
て

お
』
町
内
“

r
y
判
別

ν

一A
リ

A
り

の
U

純
一
利

9
1一
。
川
狩
川
い
る
。
却
も
、
(
友
二
パ
)
あ
ら

謹
一
昭
年
同
左

1

6

前
出
掛
一
一
引

l

叶

川

わ

れ

て

い

る

う

つ

に

差

別

に

は

己
開
。
一
H
L
H
帥
刊
問
己
資
本
は
他
人
資
本
の
八
分
の

自
存
悼
同
「
刻
刻
l
f

一
帽
何
度
に
過
さ
な
か
っ

tum
馳
後

資

資

計

に

な

っ

亡

か

ら

は

四

十

分

の

一

か

己

人

言

自

他

も

四

十

五

分

の

一

え

L
U
念
徴
ド
減

静
六
十
八
巻

O 

鋼材倶楽部調主 D作成

1，943，684，777 

(表16)
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四
・
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少
し
て
い
る
。
今
安
宅
霞
業
ぞ
例
に
と
っ
て
そ
町
内
容
を
検
討
す
る
に
‘

殴
稜
自
己
資
本
依
如
の
主
要
要
因
は
、
諸
積
立
金
が
一
般
に
減
少
し
て
い

る
v

と
い
う
こ
と
マ
あ
る
。
唯
課
職
手
嘗
積
立
金
の
み
は
終
勤
後
一
時
や
や

増
加
し
て
、
戦
時
(
昭
和
十
九
年
)
に
捺
い
て
自
己
資
木
中
六
%
程
度
を

占
め
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
に
も
の
が
終
職
首
後
の
二
十
年
度
前
半
期

に
は
一
軍
・
一
%
を
占
め
て
い
る
白
し
か
し
こ
の
湛
職
手
曽
和
立
金
も
時

が
純
り
に
し
た
が
つ
で
獄
少
の
傾
向
を
示
し
二
十
四
年
度
前
年
期
に
は
八

・
三
%
、
二
十
宜
年
度
前
ヰ
期
に
は
主
・
四
%
ι
、
む
し
ろ
験
前
よ
り
滅

少
さ
え
し
て
い
る
。

一
方
他
人
資
本
の
培
加
。
う
ち
に
は
、
借
入
金
、
買
掛
金
の
坦
加
炉
特

仁
目
立
っ
て
い
る
。

(
差
口
)
自
昭
和
田
年

9
月
剖
ロ

l
亘
昭
和
田
年
8
月
旦
日

令他そ買借

計本会。 掛入
他金金

是長 主言 要茜 霊塁
金 室

額 民f

物

一C亡-ココ ーjt・白2 /2.L.4 -4. 2 - 此車 i 産

言色 合主 主ヨヨ 一
金 i丸p 

三 五円呂 額
商事内

一 六六:-- 7 ~ 均. 
上ι

S A ョ三 翠

H E主呈吾、 妻
在買 宅

司〆 一雲 二昆 菩~先3 ‘ 産

JC 巴口 」車b:!業
呂 ロ~

借
入
金
は
職
時
、
勤
前
殆

E
な
か
っ
h
L

炉
融
緩
に
は
各
社
と
も
右
表
t

画
鋼
業
に
於
け
る
柿
遁
極
構
四
分
析

(
詳
】
)

見
る
如
〈
他
人
資
本
中
三
割
か
ら
三
割
を
占
め
ザ
い
る
。
借
入
金
の
増
加

日
明
ら
か
仁
験
後
問
屋
の
日
己
資
本
的
統
如
L
r
銀
行
資
本
え
の
依
存
性
の

増
大
守
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
塙
令
借
入
金
が
各
間
展
を
も
殆
E

ど
二
十
日
乃
至
六
オ
団
の
短
期
支
掛
手
形
に
土
名
ち
の
で
あ
る
こ
と
も
附

言
寸
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
借
入
先
は
い
う
ま
で
ち
な
く
銀
行
で
あ

る
が
鞍
稜
は
一
般
仁
借
入
銀
行
の
敏
い
か
増
加
し
て
い
る
。

問

屋

名

年

且

借

入

先

借

入

金

額

室
町
物
産
一
一
、
六

=A

一
同
咽
諸
行
八
六
一
二
、
六
一
一
七

草

産

業

一

一

回

、

六

窓

側

聞

四

二

一

、

九

二

ニ

丸

白

内

商

事

二

六

、

ニ

紘

一

躍

行

回

O
凡
、
四
一
一
一

安
宅
医
業
一
一
、
五
九
州
一
弔
問
行
七
四
豆
、
七
二
一

(
註
二
丸
の
内
商
事
に
於
い
て
特
に
借
入
金
が
少
い
四
は
と
の
時
期

百
ニ
四
、
九
)
に
お
け
る
一
時
的
な
現
一
象
で
あ
っ
て
、
そ
の
井

戸
人
至
ニ
王
、
三
、

の
時
期
は
中
は
り
他
人
資
本
入
の
一
割
万
吉
一
ニ
割
を
占
め
て
い

ヲ

G
O

冒
掛
金
も
職
後
急
仁
培
加
し
「
」
来
た
も
り
で
各
問
屋
と
も
他
人
資
本
中

の
三
割
か
ら
四
割
ま
で
が
そ
れ
に
よ
っ
て
占
治
ら
れ
て
い
る
が
、
質
掛
金

F

m培
大
は
一
方
で
は
費
掛
金
の
増
大
を
仲
っ
て
お

h
、
問
屋
は
概
し
て
前

者
の
楠
よ

b
も
後
者
の
額
の
方
が
超
遁
し
で
台

h
、
し
か
も
前
者
の
支
掛

曜
は
よ
〈
後
者
の
悶
収
市
中
は
そ
れ
に
比
し
一
般
仁
よ
く
な
い
i
o

そ
の
上
丸

第
六
十
八
巻

O 
= 

第
四
・
五
輯

七
丸



輔
鋼
業
に
於
け
る
流
遁
棋
構
心
分
析

買掛，貿掛.A，とその岡収支梯!正視(白25.1()一五26.3)

直分|吋企 l同警高|同!jn'l'11貝ド 支持B'高1:主B排'IA事F 

1，白山878497司5271 1 l 

546，2211 47・9μ
:九 11' 1，612， 532，187 47目2
6つ
内 12タ 1)706， 574，341 47.3 

事 1ク 1~ 705，875i 36.9 

2'シ 1，666，734 1，324， 50.7 

111 
II ""! 2，056，uS6i 1，0:::9， 51.0 11 1，600，3671 919，473 δ7.0 

12チ 2，444，2681 1，-472， 60.0 li 2，070，793: 1，320，071 64.0 

1ク 2，日4吊，1BI[ 1，227 1)2.0 I1 1，966，984，1 1，295，352 66.0 

2;> I 2，910， 52~1 1，684， 出 .0 11 2，083，16町1，盟2，5，33 、62.0

(表18)

晴寄目論見書まり取材
(註)買掛金は前月末残高+嘗日霊童生高

買掛金は前月末残高+嘗月後生高

第
六
十
八
巻

第
四
・
五
輯

戸、
O 

O 
四

の
内
商
事
に
見

ιれ
る
如
〈
、
阪
賀
高
中
の
七
割
か
ら
八
割
迄
が
掛
賓
と

い
う
駅
儲
で
品
る
。

司
と
こ
ろ
が
メ
ー
カ
ー
(
こ
の
場
合
玉
大
メ
ー
カ
ー
を
酷
い
た
ニ
読
経
由

メ
ー
カ
ー
に
限
ら
れ
る
)
出
方
は
む
し
ろ
そ
れ
と
は
一
民
新
の
関
係
仁
あ
っ

て
概
し
て
買
掛
金
よ
り
買
掛
金
の
額
が
多
く
、
駅
賀
高
中
ド
占
め
る
官
官
掛

高
の
事
も
尼
崎
製
鋼
仁
み
ち
れ
る
如
〈
ゼ
い
ぜ
い
一
割
か
ら
二
割
程
度
で

あ
る
。ば

上
の
事
費
は
問
屋
が
掛
賓
と
掛
買
と
の
ア
シ
パ
ラ

y
λ

に
よ
る
負
携

を
背
負
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
阪
貿
先
で
あ
る
こ
れ
ら
の
メ

l
ヵ、

I
に
到

す
る
正
常
な
る
資
本
間
橋
維
持
の
使
宜
を
興
え
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も

の

で

あ

石

。

¥

b

株
主
の
分
布
と
そ
の
幾
化
の
朕
況

一
般
に
日
本
町
株
式
曾
枇
に
於
い
て
は
少
監
の
株
主
が
大
量
の
株
争
所

有
し
て
い
る
と
い
わ
れ
目
。
が
、
日
本
織
鋼
業
仁
於
け
る
最
大
の
二
位
八
幡

ノ
左
官
士
を
と
っ
「
み
れ
れ
ば
こ
の
こ

k
は
朗
ら
か
で
あ
る
。
聞
も
八
幡
じ

於
い
て
は
査
株
主
目
僅
か
に

0
・
三
%
の
も
の
が
株
式
総
数
の
六
二
・
八

%
を
所
有
L
、
富
士
「
ト
於
い
て
も

0
・
二
%
の
も
白
が
主
四
%
そ
所
有
し

て
い
る
。
か
か
る
株
式
所
有
に
於
げ
る
高
度
な
集
中
度
同
日
本
郷
占
資
本

白
一
般
的
特
徴
で
あ
り
少
数
濁
占
資
本
家
の
支
即
日
形
趨
で
あ
る
が
、
濁
‘

占
資
本
の
市
場
支
毘
の
一
端
を
握
っ
て
い

rz問
屋
仁
於
ぃ

τは
少
々
事
情

が
具
っ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
問
屋
は
第
一
部
問
屋
で
あ
る
と
い
っ

て
も
そ
句
資
本
額
に
お
い
で
、
株
式
駿
仁
於
い
て
年
産
業
者
仁
〈
ら
べ
れ



ば
は
る
か
に
少
額
で
あ
b
、

εの
意
味
じ
於
い
て
は
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ

二
流
級
の
メ
ー
カ
ー
に
し
か
匹
敵
し
な
い
が
、
乙
の
と
と
の
践
に
か
え
っ
ー

て
株
式
所
有
叩
集
中
度
カ
メ

l
力

l
に
比
し
、
低
い
を
い
う
こ
と
は
特
徴

Q
訟

-
v

的
で
あ
る
。

即
ち
第
一
流
級
問
屋
で
ゐ
る
丸
の
内
商
事
、
室
町
物
産
の
例
で
も
わ
か

る
よ
う
に
、
前
者
仁
於
い
で
は
株
主
楓
故
山
一
・
七
%
を
占
め
る
一
高
棟

以
上
の
所
有
株
主
が
査
株
式
由
一
一
一
%
を
所
有
し
て
い
る
仁
過
ぎ
な
い
が

(
勿
論
乙
れ
と
て
も
他
先
鑑
査
本
主
義
圏
.
た
と
え
ば
ア
メ

B
カ
に
比
4

れ
ば
ま
だ
主
だ
集
中
度
は
高
い
)
一
方
全
株
主
の
=
一
七
%
を
占
ゆ
る
千
株

か
ら
五
千
株
ま
で
の
所
有
株
主
が
株
式
総
駄
の
大
半
を
厨
有
し
て
レ
る
。

筏
岩
仁
跨
い
て
は
前
者
よ

b
も
や
や
そ
の
集
中
度
が
高
〈
、
査
株
主
数
の

式
・
五
%
を
占
め
る
五
千
株
以
ト
一
の
所
有
株
主
ド
査
株
式
数
の
四
七
・
=
一

%
骨
所
有
し
て
い
る
が
そ
れ
で
も
入
幡
、
官
士
の
集
中
度
か
ら
く
ち
べ
れ

ば
問
題
な
〈
低
い
。

か
く
問
屋
に
於
け
る
株
式
所
有
の
集
中
度
が
メ
ー
カ
ー
じ
比
し
て
相
抽
出

的
仁
低
い
'
と
い
う
こ
と
は
別
言
す
れ
ば
株
式
所
有
仁
於
け
る
民
主
化
(
?
)

が
メ
ー
カ
ー
よ
り
問
屋
に
於
い
で
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
ラ

が
、
乙
の
傾
向
は
終
験
前
よ
り
終
皿
融
緩
仁
か
吋
て
概
弐
準
展
し
て
来
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
〈

E
い
よ
う
で
あ
る
が
安
宅
産
業
の
聖
一
則
よ
り
験
後
に

か
け
て
の
株
式
所
有
の
推
移
の
駅
況
を
、
(
表
一
一
一
)
に
し
め
し
た
が
、
こ
れ

に
よ
れ
ば
株
式
の
集
中
度
は
糊
弐
低
下
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
忍

(
註
一
)
日
本
に
於
い
て
は
大
+
渠
程
株
式
所
有
の
集
中
度
が
商
〈
、

錨
鋼
業
K
於
け
る
流
掴
輯
構
自
分
析

小
企
業
程
設
に
低
い
と
い
う
現
象
が
屡
々
み
ち
れ
る
。
-
例
と

し
て
、
凡
幡
直
二
国
土
主
P
資
本
額
の
小
な
る
尼
崎
製
鋼
所
白
集

中
院
は
前
ニ
者
?
庁
、
れ
止
り
大
分
低

t
、
一
高
桔
以
上
白
株
式

所
有
者
が
楓
槽
主
数
回
一
・
八

μ
で
‘
金
株
式
数
白
玉
七
、
王

見
を
所
有
し
て
い
る
。

失

ι株
主
印
刷
胆
化
を
見
る
仁
、
も
と
も
と
奮
く
か
ち
存
荘
し
で
い
る
大

問
屋
は
甚
行
個
人
締
管
的
色
紗
い
か
濃
く
、
岩
井
産
業
に
せ
よ
安
宅
島
業
に

ぜ
土
、
岩
井
、
安
宅
二
棋
の
諾
個
人
目
株
式
所
有
は
常
に
上
位
を
占
め
、

他
の
株
主
も
個
人
が
多
か
つ
士
。
特
じ
問
屋
資
本
が
既
仁
詩
ベ

t
よ
う
に

メ
ー
カ
ー
仁
比
し
そ
う
大
で
な
い
と
い
う
ζ
'
と
が
こ
り
傾
向
者
い
つ
ま
で

も
保
っ
て
い
た
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
仁
。
と
乙
る
い
か
職
後
、
資
本
の
破
壊

と
未
曾
有
の
イ
ソ
フ

ν
l
シ
ョ
シ
に
よ
る
資
本
的
一
敏
如
は
個
人
的
資
本
で

は
ま
に
あ
わ
す
、
こ
こ
仁
資
本
主
は
個
人
的
な
だ
れ
か
ら
銀
行
そ
の
他
の

法
人
え
と
嬰
化
し
て
行
か
古
る
を
侮
な
(
な
つ
仁
。
例
え
ば
安
宅
建
熟
の

{
表
山
ど

臨
時
よ
り
験
後
え
の
株
主
の
嬰
化
を
み
る
仁
、
鞍
時
中
の
株
主
は
個
人
目

そ
れ
が
多
か
つ
士
一
炉
格
職
後
は
究
第
に
銀
行
、
保
険
曾
社
等
の
金
融
機
関

が
多
〈
な
っ
て
来
て
い
る
。
Y

」
の
乙
と
は
、
(
去
二
コ
一
)
示
す
室
町
一
物
産
申

株
主
に
つ
い
て
も
同
様
で
品
る
。
か
か
る
事
賞
は
一
方
に
於
い
て
は
個
八

財
産
が
増
資
等
を
充
七
す
に
は
十
分
で
な
い
こ
と
を
示
し
、
他
方
仁
於
て

は
銀
行
、
保
険
曾
杭
等
の
金
融
機
関
の
勢
力
炉
問
尾
資
本
内
部
仁
迄
進
出

し
て
来
仁
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

f
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錨
鋼
業
忙
於
け
る
疏
通
機
構
白
骨
折

株式所有の集中股況(メーカ【旧師〕

〆 1‘ サr回 ， 

直 分 株 〔主イ) 教 所有(株ロ式)数 費株白寸割主総合る数(イに) I 株封四割式ず総合る数(ロに) 

1副01500i，，，ooOOo帥0OO0a株以タ上

28人

10，0t826k59914h 891 ， P， 600株

0.3% 62.8% 
15 1，007，930 0.1 6.3 
77 1，898，780 0.6 11.9 
δ1 070 0.4 1.4 

1，000 ク 413 ，550 3 4.3 
1，000計時 未 満 12;640 2，128，070 95.6 13.3 

13，224 16，000，000 100 100 

(表19)

(昭和出年 1)3.'5り日割在J

用 ム 同

株主敷 I所有(柑ロ式数 株封白割主ず線合る数(イ民) 株式総合る数(ロに) 直 分
(イ(" ) 

主吐す
U 害日

100，CCC003株以タ上 20入

4K11必出R11旺b1a a 2 色釘 M 

0.2% 54% 
50， 8 400 0.08 6 
10，000 9 67 000 0.6 16 
5，000 fr 35 450 0.3 。角

1 0C0C0O言措十 9 
348 370 3 6 

1， 宋満 10，695 830 95，8 16 
11，173 。。。 100 100 

皆
六
十
八
巻

O 
六

第
四
・
王
披

戸、

(昭和吉百平王百百O同揖程) 以上位慣同諦且書よ P

(表畑) 株式所有田集中駅沼(問患の部)

ノ '"  ロ ーヨ司一

ー・

株主)毅 所有(株ロ式)数 株劃の割主す総合る敢(イに)I 株劃白書式すu総告る数(ロに) 直 分 (イ

15b，O00C0O禄以タ上 4人

昔4J話E百

1.2% 12.0% 
12 R5 17，6 

]，000 p 125 30.7 55.8 
500 9 46 吐3.5 7.1 
100 ク 130 38.1 7.2 
100計橡未満 24 7.0 0.3 

341 100，0 100 

(昭和問年 1J.l3 日現在)

室 町 物 産

函 分
株主数 所有(株ロ式)数 株劃円割主す鳩合る敢(イに)I 株iの封割式す総合る設(ロに) 

(イ)

1O，O0 0000株以0上 16人 262，900株 2.2% 26.3% 
5， 32 2]0，150 4.3 21.0 
1，000 fr 180 396，250 24.5 39.6 目。。 タ 1.10 61，850 15，0 6.2 
100 fr 376 67，900 f 51.3 6.8 

10、C計株未満 19 950 
1020 .7 0.1 

733 1，000，000 100 

以玉有蚕百扇亘書ょ p

、
E昭和田平，nl31百耳石



株式所有分布の推移朕祝(安宅産業)借業報告書より(妾21) 

(昭和20年 9 .1月 30 目玉~;!F)

万A 1|以10，000樹上|立以ooc上樺 l | L以000上株 500 ，朱 1.00 株 I ~O 耕描回 以上 以 k 未

株主致(イ) 1人| 3 14 9 66 188 281 

所有株式数(ロ)118，350株i 19，600 37，770 5，760 13，180 53.40 200，00 

I憐|槍るる式主((総総イロ数裁))の白にに割封封隠骨寸合す

0.36% 1.07 4.98 3.20 23.41 66.90 10リ

59冒 18% 9.80 18.89 2.88 6.u9 2.67 1.00 

鍋
鋼
業
に
於
け
る
流
通
構
構
心
分
析

鑑

(昭和平年 3.1l31a現在)

1孟 買凡 I瓜lCr， O凹株上I~以，000上株 1以，000上株 500棟 以100樵上 I 未100輯満 計以上

民j|3 40 50 483 

2ケ5，100酔 18，570 96，220 31.，720 1，840 500，000 

2.07% 0.62 8.28 10.35 11.39 100 

55.00% 3.71 19.24 6.94 0.37 100 

第
六
十
八
巻

一O七
(昭和25宇9 月 30~現在)

四 ιμ I以LO，∞0槽上I~以1曲。上標I ~以，000上棟 I~以00 機上 以100，上索 未100時浦 |l 昌刷

株 主 数 ( イ ) 10人 8 86 142 240 

断I階|株るる有主式((組棟総イロ)敷)数式数陀Pに白割割封封(ロ合合ずす) 

162，350 47，700 133，700 89，650 66，110 490 500，000 

2.01% 1.61 17.34 28.63 48.31 2.01 100 

32.47% 9.54 26.74 17.93 13.22 0.1 100 

解
四
・
五
錦
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自主株戸内吋

告

士

長

五

幸
に
開
業

業
計
臥
宙

産
の
'

宅

b
z宜

安
嬰
晴

(表22)室町物産仁於吋る大株主(蓑23)

錨
鋼
業
に
於
け
る
施
掴
機
構
白
分
析

第
九
ハ
十
八
巻

す生 主 名
|株式数EEi警 、 H--' -. --/  

京 京銀「品川 4.5% 時 主 名 !所有株式加世|車7株ず涙る干比E 
大正海上火災 31，5001 3.15 |数

中央生命 31，1001 3.11 安宅 調吉

帝 国 室長 行 17，500 1.75 
安安住友宅告信託株英重式一曾一祉推郎

3.30 
R:::O 

角 j[，詮券 15.2001 1.152 3.20 

サクラ特殊鋼[申延 15，000 1.5 
西1越I1 川奥

2.42 

回 幸柴究吉 2.37 
平島 俊朗 14，500 1.45 2.36 

寂 西 隆夫 1]，500 L15 
安 村宅 修三 2.20 

椎 名 事古 11，-100 1.14 (株式綿数 200，000株)
*上 滑 次 郎 10，200i 1.阻

(昭23.12目 23)

棟 主 者 l所す式FE
E済脅吉 6.03 

3.98 

仙太 郎背 836印7 

君 和男男 3.30 
3.20 

- .lIJ 1 15."'11 3，17 
安 英英ー言に 22..892 3 

O 
，"¥. 

第
四
・
五
披

F又

四

剛
一
一
一
諒
一
山
部
協
同
開
出
川
…

;
一
に
る
一

1
4
l
i
J
-
J
J
j
i
l
l

一

9

訂
i
州
叫
州
側
叫
州
叫
州
叫
側
l
-

州
側
一
軍
一
郡
部
品
抑
制
的
一

費

削

↑

i
i
到
菌
斗
剖
同
盟
報
酬
己

噌

ポ

臨

保

曾

狭

保

一

1
制

済

阪

災

太

互

れ

災

一

記

仙

相

茸

火

一

!

日

脚

色

大

火

久

臨

東

上

一

mA
付

主

一

世

上

保

海

一

)

宅
骨
海
宅
回
時
田
崎
一
冊
一
時
一

式

京

取

町

町

一

俊
株
京
防
曜
鷹
同
除
休
一

名三百
十

(世間考)

4シ

株

一
賃
白
閥
係

激
化
と
と
も
に
問
屋
の
利
潤
事
h
漸
次
誠
少
し
、
終
醗

低
下
し
た
が
敗
鞍
後
問
屋
が
復
活
し
は
じ
め
る
や
利
潤

滑
加
し
は
じ
め
昭
和
二
十
五
勾
七
月
鋼
材
ド
於
吋
る
統

引
開
踊
後
は
、
朝
鮮
事
援
に
よ
る
桟
需
と
景
気
上
昇
に

て
飛
騨
的
ド
増
大
レ
亡
。

主
に
謝
す
る
配
常
平
に
ち
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
丸

率
的
鑓
化
朕
泥
を
み
る
に
、
終
回
輔
後
よ

h
二
十
四
年
目

あ
つ
亡
も
の
が
二

1
四
年
四
月
か
ら
は
年
一
割
の
配
嘗

年
四
月
か
ら
は
年
一
割
の
配
雷
鳴
中
え
と
柄
失
増
加
し
て

U
〈
室
町
物
産
に
於
い
て
も
三
十
五
年
九
月
迄
は
年
五



(安宅産業)移推事盆車4(裏24)

1，843.7ガ

分
の
国
営
企
が
、
二

十
五
年
の
十
月
か
ら

は
念
増
し
ご
年
一
割

と
な
っ
て
い
る
。
備

丸
の
内
商
事
の
場
合

一
一
寸
凶
年
四
月
温
無

配
嘗
で
あ
っ
仁
理
由

は
、
利
潤
曜
の
増
大

い
か
な
か
っ
仕
?
と
〕
い
う

こ
と
で
は
な
〈
し
て

む
し
る

a
項
で
λ
れ

t
如
〈
、
敗
職
に
よ

る
固
定
資
本
そ

m
他

賛
金

ω
破
壊
の
償
却

に
あ
て
が
わ
れ
て
い

士
も
の
と
思
わ
れ

る。

純益金封資本金田推移(室町物産)(表25)

25. 10 
26. 3 

自

至リ
2応
25 

自

豆
24. 10 
25. 3 

自
至

鋪
鋼
業
に
於
け
る
読
遁
祖
構
白
分
析 423，9;% 純益金

一貫弓子否7

き
t
職
後
利
潤
曜

の
か
く
の
如
き
培
大

に
拘
ら
4
7
賃
金
何
方

は
資
本
制
生
産
様
式

の
一
般
的
広
則
に
洩

れ
す
、
そ
れ
に
相
騰
し
で
培
大
し
て
い
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

(
表
二
六
)
に
示
す
如
く
各
問
屋
と
も
一
一
十
宝
年
の
一
二
月
か
ら
二
十
六
年
の

三
月
仁
か
付
て
の
一
年
間
、
純
誌
は
九
倍
宇
に
増
大
し
て
い
る
仁
拘
ら
十

賃
金
町
一
方
は
わ
す
か
に
一
二
一
倍
程
度
に
し
か
増
大
し
て
い
な
い
。
倫
参

考
泡
に
現
在
主
要
問
屋
町
う
ち
に
験
主

ιれ
て
い
る
丸
の
内
商
事
、
壁
面
町

A

封
V

物
産
、
安
宅
産
業
、
岩
井
静
業
四
祉
の
傍
働
構
成
ぞ
表
示
し
て
お
頃
」
う
。

間
岡
田
聞
の
集
中
山
肌
況
と
メ
ー
カ
ー
と
の
関
係

問
屋
に
に
於
け
る
株
式
所
有
の
集
中
度
ド
メ
ー
カ
ー
の
そ
れ
L
児
し
低

度
で
め
る
こ
と
は
誼
仁
述
ベ
七
遁
り
で
あ
る
が
問
屋
聞
に
於
け
る
集
中
度

も
亦
メ
ー
カ
ー
の
そ
れ
に
比
し
犬
部
低
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え

る
。
即
ち
、
二
十
四
年
度
に
お
け
る
メ

l
カ
↑
中
唾
高
の
集
中
度
は
銑
織

に
於
い
て
八
幌
以
下
三
社
ド
査
生
産
高
の
一
O
O
%
、
鋼
塊
に
於
い
て
八

幡
以
下
六
大
メ
ー
カ
ー
炉
八
一
%
、
普
遁
銅
鋼
材
に
於
い
て
同
じ
〈
八
幡

以
下
六
大
メ
ー
カ
ー
が
六
八
%
を
占
め
て
い
る
に
掛
し
、
同
年
度
に
於
け

る
問
屋
の
集
申
度
は
前
表
一
主
(
一
O
三
頁
)
で
一
目
し
に
如
〈
五
社
で
一
一

七
・
一
%
、
十
世
T
四
四
・
六
%
と
か
な

h
そ
の
集
中
度
は
低
〈
な
っ
て

い
る
。
が
こ
の
こ
と
は
メ

l
カ
と
川
町
野
比
に
於
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ

っ
て
、
ま
て
ま
忙
大
問
屋
り
中
小
間
度
品
る
い
わ
特
約
府
に
謝
す
る
優
越

性
は
君
遁
し
得
な
い
c

今
問
屋
ー
と
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
関
係
に
つ
い
で
見
る
に
、
岩
井
産
業
で

は
銑
織
仁
於
い
て
一
O
O
A
r
-
州
材
仁
於
い
て
六
七
%
、
線
材
に
於
い
て

九
七
%
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
製
織
か
p
h

仕
入
れ
て
お
り
、
日
商
仁
つ
い
て
も

第
六
十
八
巻

O 
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(表26) 純益増加率左賃金増加 率 E の劃比

四位{安宅産業、丸の内商事，室町物産p 砦井産業)Iこ於付る勢働構成

¥¥構成JIl-F rt ." jt 

商社名¥¥使官製fT謹訪問年齢(叫綾子5数時翠開平均年齢(才)

土記 UF三1::|;;ペ:
安宅産業株式曾枇

岩井産業株式曾祉

68.7 

76.7 

72.2 

530 29.6 

31 

241 

167 

551 

31.3 22，8 

26.1 551 

1426 

23.3 

27.8 四 世

(註) 丸。内商事 26.1男;(E， 室町物産 26.3現在3 安宅産業 25.W 現在， 岩井産業 2~. 2現在

全 従 業 員 数

9

9

1

8

7

 

2
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7

1

7

 

2

2

7

7
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生産寓の葉市度(昭和田平度)

高 櫨銑 普掻鋼1!l!iJ!!;用鋼塊 普i盟鋼歴延鋼材

生(ト産ン)高 I 比〔出丞者51生(ト産コ〆高~I 比(出宰) 生(ト産シ)両 I 比(財率) 

戸、 幡 製 輔 6871299 40 1，037，081 引 607，475 27 
、

宮 士 型 蝿 424，569 28 334!，o:n 11 ]39，398 6 

日 本 鋼 管 382，012 26 503，867 16 328ι854 14 

111 1峰 製 錨 310，799 10 246，077 11 

青申 戸 製 鋼 193，233 。153，616 7 

新扶桑金属 100 136，582 4 72，973 3 

ー"、 祉 骨 計 1，494，880 2， 516 ， 19~ 81 1，548，393 68 

そ 使〉 相官 1，4g.唾，880 100 õH5 ，~l:I~ 19 I 714，556 I 32 

官「 3，101，475 100 12，262;9491 100 

(表29)

蝿
鋼
業
に
於
け
る
読
謡
梱
構
自
分
析

銑
織
、
棒
鋼
、
総
対
等
、
ぞ
の
大
半
を
豆
大
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
で
ゐ
る

日
本
製
鏡
、
神
戸
製
鋼
か
ら
仕
入
て
い
る
。
大
阪
鋼
材
、
日
本
織
鋪
興
業

等

ω如
き
鏡
銅
専
門
田
大
問
屋
に
於
い
て
も
そ
白
パ

l
セ
シ
テ

l
ジ
こ
そ

前
二
者
に
劣
り
は
す
る
が
仁
れ
で

b
大
阪
鋼
材
は
杢
取
引
高
町
三
四
・
九

%
を
、
日
本
織
鋼
興
菜
は
圭
仕
入
高
の
二
九
・
八
%
を
そ
れ
ぞ
れ
日
本
製

織
か
ち
仕
入
炉
、
い
や
れ
に
於
い
て
色

H
本
製
畿
が
取
引
先
の
首
位
ぞ
占

め
て
い
る
。
同
じ
こ
と
は
メ
ー
カ
ー
側
か
ち
観
察
し
て
も
い
え
る
乙
と
で

あ
っ
て
、
例
え
ば
入
幡
製
競
に
於
け
る
昭
和
三
十
主
年
十
二
月
分
の
各
問

屋
え
の
割
嘗
及
び
寅
積
は
弐
の
如
〈
な
っ
て
い
る
。

問

屋

名

割

嘗

量

質

績

茸

問

屋

名

割

賞

量

費

績

量

岩

井

産

業

五

、

五

四

、

一

大

阪

鋼

材

一

、

=

一

て

一

=

安
宅
産
業
五
、
五
五
、

O

日
本
鍋
銅
一
、
二
一
、
ニ

室
町
物
産
=
一
、
八
三
、
凡
岡
容
銅
楢

O
、
四

o、一ユ五

人
丸
産
業
=
一
、
七
=
一
、
コ
一
丸
の
内
商
事
=
、

o
一
一
、
。

木

下

商

庄

一

、

八

一

、

七

森

阿

興

業

O
、
四

O
、一一
7
九

高

島

屋

飯

閏

一

、

丸

一

、

王

日

商

O
、
五

O
、一一一

(
車
位
一
億
闘
)

l

(

単
位
一
億
閤
)

富
士
に
於
て
も
鋼
材
の
取
扱
高
中
十
二
問
屋
が
そ
の
七
割
近
く
を
占
め

銑
鍛
に
於
て
は
日
商
、
丸
町
内
が
そ
の
三

om守
占
ゆ
で
い
る
。
し
か
も

八
幡
、
富
士
雨
祉
と
も
岩
井
、
安
宅
、
入
丸
、
大
阪
鋼
材
、
岡
谷
、
室
町
、

丸
の
内
、
森
岡
、
木
下
、
目
本
織
鋼
、
高
島
屋
飯
田
、
日
商
等
の
奮
来
か

ら
の
大
問
屋
十
二
社
に
謝
し
て
十
日
曾
な
る
も
の
を
結
成
せ
し
め
他
問
屋

第
六
十
氏
巻

第
四
・
王
披

八
七



嘩
鋼
輩
に
於
け
る
施
遁
揖
構
担
分
析

E
こ
れ
ら
を
直
別
し
て
い
る
。
日
本
鋼
管
な

E
仁
お
い
て
も
同
様
な
措
置

が
と
ら
れ
て
い
る
。

6

(
註
ご
日
本
製
闘
は
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
回
過
度
樫
済
力
集
中
排

陣
法
白
決
定
指
令
に
も
と
ず
さ
八
幡
製
輔
、
首
士
製
舗
の
ニ
合

祉
に
分
離
し
た
。

日商に於吋る仕入先と仕入高比瑠

砦井庫業 日 商

目|仕入先|河|品目|仕入先!出

銑鱒| 釘明 1 叶銑 融 | 日 本 欄 | 回そのイ也 15 

語辞芸品都鵠 1 ~i 1I棒
鋼

神尼戸哀調崎 1EF 5 

その他 18 そり弛 10 

軸 材 I~ザ君 1 9; そ白イiIlI 1.4 

そのイ也 27 (昭 23.9.-24.66ヶ月賞輯)

暦 徳そ山白輔他板 I町13 

岩井，(表団)

第
六
十
八
巻

ノ

第
四
・
五
揖

凡
八

大阪鋼材じおける取引関係(白 24.4-~ 25. 3) 

生産者との閣僚

1 11< 91 ~ mI 1官官品のEF品名 主たる車引先 取引数最 軍司1告額にめる と金
額D比寧

鋼材

固川尼田 本先崎崎 製製製製 鎖織鍋鋼

教8室4比9 型国F
6.7 6.3 

タ 6.1 8.5 
~ 5.2 5.2 
p 

大大東日 本和海同 鋼製鋼製鋼 板鋼業管

4.5 
ク 3.5 .6 
~ 2.6 3.1 
Z多 1.6 2.3 • 1.5 2.3 
タ 其日 琵 D 銅他鍋 166~963 ¥01.3 8.7 

中製品
土日日 本本佐 製電製 韓織

15，905 224，315 10.8 11.7 
2，~7~ 32，874 1.9 1.7 

銑揖鍛品
16，815 91，9;13 11.4 4.8 

其の他 46，18沼 2.4 

的叫|川 1
100.0

(表51) 



日本識調興業に於ける仕入関係(表32)

仕入先別内露呈

(大 限) (単位高固)

仕入先\\一問-問11284月 ~10百112151HAH|12月 _4月 [5月 _7月[合 昔ト 構成比

尼崎製鋼 6，486 6，018 11，261 14，775 38，540 185 % 

尼崎襲噛 726 556 936 1，930 4.148 2 

飯野遺柑 402 448 707 1，099 2，656 1.3 

閤先製鏡 183 513 8~1 1，541 3，Q58 1.5 

大和製鋼 23 107 240 395 765 0.4 

大限製鋼 o 。 。1，037 1，037 0.5 

三柴銭工 145 2o9 142 どさh 42 504 0.2 

北陸銑蝿 。 49 o 。 52 

一 奥 。 。 γ58 1，099" 0.5 

伸鎮及補誕 1，561 2，238 3，606 5，020 12，425 6.0 

骨 9'5291 10心川町761 30.F 

[東 京〉

日本製輔 13，206 1 31，665 17，759 A づ...423 29.E 

凡幡製融 。 。4，825 37，611 42，436 20.3 

富士製錨 。 。2，111 14，049 16，160 7.7 

東都製鋼 933 1，119 1，718 3，.586 7，416 3.6 

東海鋼業 146 169 505 401 1-，221 0.6 

日 本 特 殊 鋼 管 259 67 。 36 362 0.2 

日本電解 ~ 32 101 67 。 200 0.1 

日本砂織 31 300 480 519 1，330 
補 促 268 1，807 3，656 1，845 7，576 3.6 

骨 計 1 14，8751山|…|釘拙 66.5 M 

(八 幡〕

骨 992 1，110 2，1 ヲ6

輯
鋼
業
K
於
げ
る
疏
語
槽
構
自
分
析

第
大
十
八
巻

一
一
静
岡
・
王
披
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輔
鋼
業
に
於
げ
る
流
調
機
構
自
分
析

さ
一
)
特
約
庇
の
賀
睦
と
諸
問
題

何
特
約
自
の
復
活
献
況

日
本
に
於
け
る
多
段
中
小
差
莱
の
存
在
に
照
際
レ
て
特
約
同
志
流
通
機

構
の
柑
胞
的
販
費
機
関
と
し
て
、
解
済
的
諮
捷
動
の
影
響
を
蒙
り
な
が
ら

也
長
い
間
そ
の
存
在
を
維
持
し
慢
げ
で
来
七
炉
、
太
平
洋
験
争
の
勃
授
と

同
時
に
統
制
申
強
仰
と
企
業
整
備
に
よ

b
壊
誠
的
打
撃
を
う
け
、
そ
の
過

半
数
は
管
業
停
止
品
る
い
わ
管
業
時
換
の
止
む
お
き
に
至
っ
た
。

と
こ
ろ
が
職
後
、
酸
時
統
制
と
企
業
整
備

ω解
除
と
と
も
に
こ
れ
ら
特

約
時
也
再
び
復
活
し
は
じ
め
、
そ
白
腫
も
昭
和
二
十
一
年
に
は
企
業
整
錨

嘗
時
の
約
コ
倍

rrと
念
激
に
墳
加
し
は
じ
め
た
。

特
約
腐
の
復
活
状
況

昭

和

十

六

年

企

業

整

備

前

て

九

O
O社

昭

和

十

七

年

企

業

整

備

後

七

O
O枇

昭

和

二

十

一

年

終

験

直

径

一

、

四

七

入

社

か
〈
終
戦
緩
急
速
に
特
約
屈
の
駐
日
か
増
加
し
亡
の
は
骨
建
ベ
h
L

戟
時
統

制
か
ら
申
解
放
と
民
需
の
培
大
ー
と
い
う

ιと
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
終
職
直

後
山
混
靴
期
に
長
町
る
特
殊
物
件
、
兵
器
廃
理
物
件
、
隠
握
賠
物
資
等
の

い
わ
ゆ
る
ス
ト
ッ
ク
品
の
横
流
し
い
か
彼
等
に
営
業
可
能
白
齢
地
を
奥
え
た

と
い
う
事
費
に
よ
る
。
質
際
問
題
と
し
て
敗
験
仁
よ
る
異
常
な
る
生
産
減

退
の
回
復
が
未

r徴
々
仕
る
も
の
で
あ
っ

t
昭
和
二
十
四
年
頃
迄
は
メ
ー

カ
ー
か
ら
阿
南
問
え
問
屋
か
ら
特
約
盾
え
と
版
賀
さ
れ
る
強
銅
製
品
の
量
も

限
ら
れ
て
お

h
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
か

ι得
ら
れ
る
口
銭
も
念
増
し
亡
特

第
ム
ハ
十
八
巻

第
四
・
五
競

ブh

O 

四

約
庖
の
荏
在
世
維
持
震
展
せ
し
め
る
戸
ト
げ
ド
充
分
で
は
な
か
っ
に
の
で
あ

。。。か
か
る
意
味
か
ら
い
え
ば
経
験
稜
復
活
し
に
特
約
庖
も
聞
朝
二
十
四
年

頃
迄
は
そ
の
多
〈
は
い
わ
ば
ブ
ロ
ー
カ
ー
的
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が

そ
の
後
生
産
の
漸
次
的
問
復
と
ス
ト
汐
ク
品
の
枯
渇
は
特
約
問
干
し
て
そ

の
本
衆
的
小
委
に
復
関
せ
し
め
、
-
方
ブ
ロ
ー
カ
ー
的
器
薬
に
よ
っ
て
の

み
そ
の
存
在
を
維
持
し
で
来
む
よ
う
な
特
約
自
は
弐
第
に
淘
汰
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
に
。
聞
も
昭
和
二
十
一
年
に
は
問
屋
五
八
社
、
特
約
問
一
、
四

七
入
社
で
品
つ
士
も
の
が
昭
和
二
十
宝
年
四
月
に
は
問
屋
一
七
四
社
、
特

約
問
一
、
一
五
四
社
と
特
約
自
の
敏
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
v
l

で
問
屋
が

三
倍
近
〈
増
加
し
て
い
る
の
は
生
涯
の
復
興
に
よ
る
メ
ー
カ
ー
か
ら
問
屋

え
の
阪
宣
分
の
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
色
の
E
、
例
え
ば
普
通
鋼
鋼

材
の
メ
ー
カ
ー
よ
h
問
屋
え
の
阪
費
凡
げ
は
昭
和
二
十
二
年
に
は
四

0
.
六

九
ご
八
ト
ン
で
あ
っ
た
が
昭
和
二
十
五
年
仁
は
約
宝
倍
そ
超
え
る
三
、
一
二

二
六
、
八
四
)
ト

y
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
特
約
活
の
取
扱
高
は
杢
織
銅
出
荷
高
に
鞘
比
す
れ
ば
茜
ゼ
僅
少

で
あ
っ
て
、
昭
和
二
十
宣
年
度
に
於
け
る
普
通
鋼
鋼
材
の
特
約
問
乃
至
小

プ
ロ

l
h
μ
l
の
取
扱
高
は
同
鋼
材
全
出
荷
商
の

λ
・一

μを
占
前
一
る
仁
過

F
dい
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
八
六
頁
を
参
照
さ
れ
仁
い
。

向
特
約
陪
白
現
駅

査
闘
各
地
直
に
争
数
存
在
す
る
特
問
自
の
現
妖
を
把
握
す
る
こ
と
は
賓

に
闘
難
で
晶
b
、
E
れ
仁
は
し
が
き
で
も
こ
と
わ
っ
仁
ょ
う
仁
資
料
不
足



と
調
査
不
充
分
も
手
侍
っ
て
そ
の
〈
わ
レ
い
韓
民
皿
置
は
把
む
ベ
〈
も
な
い
が

こ
こ
に
一
一
、
三
の
例
を
あ
げ
る
と
と
に
よ
っ
て
そ
の
一
端
を
窺
い
見
よ

。
ぅ

A

商

社

所

在

地

資

本

金

仕

入

元

大

阪

市

官

官

両

国

岩

井

産

業

こ
の
商
社
は
純
粋
な
特
約
脂
と
い
う
よ

h
も
半
問
屋
、
半
特
約
百
と
い

っ
t
方
が
遁
瞥
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
鋼
材
の
み
は
岩
井
建
業
白
特
約

活
と
し
て
聞
社
か
ら
仕
入
て
い
る
が
、
盟
結
錦
板
は
直
接
メ
ー
カ
ー
か
ら

問
屋
と
し
て
仕
入
て
い
る
か
ち
で
あ
る
。
そ
の
外
特
約
脂
が
響
ハ
で
い
な

い
漏
出
貿
易
を
も
一
方
で
は
行
っ
て
い
る
。

鋼
材
の
阪
費
に
つ
い
て
は
ひ
も
つ
昔
、
内
日
銀
制
の
幌
合
は
需
要
家
仁

劃
し
て
メ
ー
カ
ー
に
よ
、
切
で
定
め
ら
れ
仁
一
定
の
建
値
で
賢
b
、
ロ
銭
は

岩
井
産
業
と
約
半
々
づ
っ
受
取
る
が
、
ひ
も
つ
き
で
な
い
場
合
仁
は
た
と

え
丙
口
銭
制
の
建
値
四
場
合
で
も
問
屋
(
砦
井
産
業
)
じ
輸
す
る
バ
イ
ヤ
ー

と
し
て
市
況
仁
麿
じ
て
建
値
以
上
で
で
も
問
屋
か

ι購
買
す
る
。
信
こ
の

商
社
む
如
〈
一
方
仁
於
い
て
は
特
約
問
と
し
て
他
方
に
於
い
で
問
屋
と
し

て
機
能
す
る
商
社
は
他

K
K分
あ
る
。

B

商

社

所

在

地

資

本

金

大

阪

市

王

O
蔦

園

曲
鋼
業
に
於
け
る
流
通
構
樺
の
分
析

仕
入
先
安
宅
産
菜
、
電
町
物
薦
、
団
関
野
物
輩
、
大
阪
鋼
材

取
引
商
品
は
主
と
し
て
形
錦
、
取
引
高
は
二
六
年
一
月
よ

h
=
一
月
謹
一
一

E
O
O高
圏
、
取
引
は
仕
入
、
阪
賢
?
と
も
に
自
己
資
本
で
原
則
的
ド
行
い

借
入
金
は
商
業
手
形
の
外
、
預
金
、
資
材
設
備
等
宇
槍
保
に
銀
行
か
ら
借

入
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
前
者
の
額
も
限
ち
れ
て
お
ち
後
者
は
現
在
品
川
E
皆

無
で
あ
る
。
し
亡
が
っ
て
資
金
問
輔
自
ス
ム
ー
ス
を
は
か
る
仁
め
に
需
要

者
の
支
梯
仁
劃
し
て
は
、
現
金
排
の
場
合
と
手
形
掛
の
場
合
と
で
侵
持
仁

差
別
的
取
扱
い
を
行
っ
て
い
る
。

向
、
メ
ー
カ
ー
と
の
悶
接
取
引
は
殆
E
行
っ
て
お
ら
十
尊
ら
問
屋
ぞ
通

じ
て
で
あ
る
が
、
そ
の
結
び
つ
き
の
朕
態
も
必
十
し
も
二
E
し
て
い
な
い

駅
況

ιあ
る
。

c
+聞
社

所

在

地

資

本

金

仕

入

先

大

市
不

明

室
町
物
産
、
宮
永
物
産

取
扱
商
品
は
耳
舘
鏡
板
、
薄
絞
等
で
晶

h
、
仕
入
先
日
右
三
問
屋
が
主

で
晶
る
が
、
そ
の
外
小
メ
ー
カ
ー
と
の
直
接
取
引
を
も
行
つ
で
い
る
と
の

と
と
で
あ
る
。
レ
か
し
何
れ
に
せ
よ
と
の
場
合
は
メ
ー
カ
ー
か
ら
阪
賓
の

依
頼
守
う
り
に
時
仁
限
ワ
て
い
る
c

叉
草
鈷
融
問
板
り
賃
加
工
を
依
頼
し

t

と
と
も
度
々
あ
っ
た
が
最
近
で
は
こ
の
一
賃
加
工
も
b
b
が
あ
わ
な
い
の
で

4
跡
直

-
v

頼
ん
で
は
い
な
い
1
C

の
こ
と
で
め
る
e

支
挽
閥
係
に
つ
い
で
は
B
商
祉
と

殆
E
同
じ
く
犬
半
は
現
金
梯
で
め
b
、
借
入
金
も
問
題
に
な
る
ほ

E
の
均

阪

第
六
十
八
答

五

第
四
・
五
韓

ブし



融
鋼
業
陀
於
け
る
流
遁
機
構
自
分
析

重
を
占
め
で
L
M

ら
十
大
部
は
自
己
資
本
に
よ
っ
て
ま
か
な
っ
て
い
る
。

以
上
一
一
、
=
面
倒
か
ら
特
約
自
に
つ
い
て
田
ご
〈
大
雑
把
な
結
論
争
」
出

せ
ば
、
最
近
で
は
特
約
府
も
問
屋
か
ら
の
宣
規
ル
ー
ト
に
依
る
仕
入
'
と
そ

の
阪
賓
が
多
〈
な
つ
で
お
b
、

L
t
が
っ
て
ブ
ロ
ー
カ
ー
的
な
性
格
か
ら

究
第
に
院
し
つ
つ
あ
る
が
そ
の
潟
に
か
え
っ
て
一
般
に
は
管
業
不
振
'
と
な

っ
て
お
り
、
わ
や
か
な
債
格
の
値
上
り
、
値
下
り
等
の
利
用
、
あ
る
い
わ

賃
加
工
、
在
商
品
の
諸
操
作
に
よ
っ
て
利
潤
獲
得
の
遣
を
ひ
ら
い
て
い

る
。
金
融
的
仁
も
銀
行
か
ち
の
借
入
色
閑
雑
で
あ
り
、
殆
E
自
己
資
本
で

や
っ
て
い
る
炉
、
最
近
の
市
犯
の
↑
不
安
定

s
h
y
L鑑
み
で
問
屋
と
の
結
び

つ
き
の

E
常
な
も
の
を
除
い
で
は
除
々
に
湘
汰
き
れ
つ
つ
あ
る
よ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
ゼ
が
ら
特
約
百
の
如
き
細
胞
的
商
社
は
常
に
何
ら
か
の
形
で

ブ
ロ
ー
カ
ー
的
機
能
し
よ
っ
て
自
己
を
維
持
し
て
ゆ
〈
遣
を
も
っ
て
い
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
註
一
)
田
鉛
輯
故
由
貿
加
土
と
い
う
り

ι
メ
ー
カ

B
乃
至
阿
屋
か

b

直
接
亜
暗
闘
板
を
仕
入
れ
ず
に
黒
放
を
仕
入
れ
そ
れ
を
賃
加
工

事
門
の
業
者
に
耳
鉛
メ
ッ
キ
さ
せ
る
と
と
に
工
っ
て
直
接
亜
鉛

醐
放
を
購
買
す
る

Z
η
安
債
で
そ
れ
を
仕
入
れ
工
ろ
と
す
る
も

白
ア
あ
る
。
乙
四
種
の
質
加
工
は
綿
問
屋
、
絹
問
屋

ι
お
い
て

は
ひ
ろ
〈
行
わ
れ
、
大
小
問
屋
白
担
何
を
問
わ
な
い
が
、
錨
鋼

業
の
場
合
は
主
と
し
て
小
問
屋
あ
る
い
は
特
約
百
に
限
ら
れ
又

黒
板
亜
鉛
債
持
の
慶
勤
に
よ
っ
て
甚
し
く
そ
白
量
も
左
右
さ
れ

る
。
又
こ
の
賃
削
工
業
者
も
市
況
白
如
何
に
よ
ワ
て
は
相
営
な

策
大
十
八
巻

第
四
・
E
挽

九

一占，、

利
潤
を
得
I
f

と
り
と
と
で
あ
り
、
現
在
白
日
亜
製
鋼
、
中
山
繊

板
白
如
き
も
も
と
は
質
加
工
業
者
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
最

近
で
は
と
り
盟
国
賃
加
工
も
あ
ま
り
ふ
る
わ
な
い
ヱ
ろ
で
あ
る
。

戦
後
流
遁
機
構
白
特
質

既
に
第
三
章
で
諸
ペ
て
来
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
で
践
筏
流
通
機
構
の
特
質

、
も
そ
の
概
要
の
一
端
は
把
め
た
も
の
?
と
思
わ
れ
る
が
、
と
こ
に
も
う
一
度

章
を
改
め
て
今
迄
の
論
挫
の
不
充
分
な
と
こ
ろ
を
補
い
つ
つ
栂
括
し
て
見

よ切っ。職
後
開
通
概
備
の
一
般
的
特
質
と
し
て
先
4
7
あ
げ
巴
れ
る
こ
と
は
、
メ

ー
カ
ー
に
謝
す
る
問
屋
叫
地
位
の
相
期
的
下
落
、
し
た
が
っ
て
叉
そ
の
近

代
的
商
業
費
本
家
化
(
車
忙
メ
ー
カ
ー
か
ら
口
銭
を
う
け
と
る
と
こ
る
四
)

で
あ
ろ
う
。
そ
り
理
由
主
レ
て
は
第
一
に
メ
ー
カ
ー
朱
駕
高
に
謝
す
る
問

屋
敷
の
相
調
的
増
大
で
あ
る
。
即
ち
昭
和
十
一
一
汗
に
は
生
産
高
は
銑
銅
令

せ
て
千
一
ニ
百
高
卜

y
で
、
乙
れ
に
劉
し
問
同
盟
敏
は
宜
四
社
で
あ
っ
た
も
白

炉
、
職
後
二
十
一
年
に
は
そ
白
生
産
高
は
百
菖
ト

y
E
八
%
以
下
に
低
下

し
に
に
拘
ら
や
問
尾
敷
は
宜
入
社
と
か
し
ろ
増
加
し
て
い
る
。
ご
十
五
年

仁
於
い
て
も
生
産
高
は
大
分
増
加
し
て
一
千
高
ト
ン
土
十
二
年
の
そ
れ
に

近
守
主
は
し
た
が
問
尾
教
は
も
っ

E
増
加
し
て
一
七
四
社
と
十
一
一
年
叩
約

三
倍
近
く
ふ
え
て
い
る
。
こ
の
事
責
は
営
然
メ
ー
カ
ー
に
馳
到
す
る
問
屋
聞

の
説
季
の
激
化
を
誘
事
し
、
そ
の
結
果
関
屋
叩
メ
ー
カ
ー
じ
劉
寸
る
従
属

性
F
メ
ー
カ
ー
生
産
物
を
車
仁
販
賢
し
購
買
す
る
と
こ
ろ
の
託
代
的
商
業



費
本
と
し
て
の
性
絡
を
時
間
摺
唱
し
亡
。
こ
れ
と
同
種
の
理
由
と
し
て
第
二
、

第
三
仁
新
興
商
祉
の
選
出
、
問
屋
の
集
中
度
自
メ
ー
カ
の
そ
れ
仁
劉
す

お
相
調
的
低
皮
い
か
あ
げ
ら
れ
る
が
こ
れ
仁
つ
い
て
は
す
で
仁
前
に
遺
べ
て

し
相
い
仁
か
ら
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
立
入
ら
な
い
。
さ
て
第
四
日
り
理
由
と
し

て
は
、
太
平
洋
戦
宰
期
に
於
げ
る
極
端
な
統
制
と
敗
鞍
に
よ
る
問
開
資
本

の
甚
大
な
損
害
並
び
に
同
己
資
本
の
快
如
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
健
前
仁

於
い
て
問
匿
の
優
越
的
附
位
を
保
持
し
て
い
た
一
つ
の
大
き
主
要
素
と
し

て
の
メ
ー
カ
ー
に
罰
す
る
金
融
的
援
助
を
不
可
能
仁
し
に
。

以
上
回
つ
の
理
由
炉
問
屋
を
し
て
メ

l
h
l
の
従
魁
的
地
位
仁
お
き
、

近
代
的
商
業
資
主
家
化
し
仁
主
な
る
哩
由
で
あ
石
。

鞍
筏
流
遁
機
構
の
特
質
と
し
て
弐
に
あ
げ
ら
れ
る
こ

E
は
問
屋
の
銀
行

資
本
え
の
従
属
化
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
二
つ
町
田
ヤ
現
わ
れ
て
い
る
。

町
ち
一
づ
仁
は
験
後
問
屋
仁
於
け
豆
銀
特
借
入
金
が
増
加
し
で
い
る
こ
と

ご
つ
に
は
同
じ
〈
問
屋
に
於
け
る
大
株
主
仁
銀
行
が
侵
入
し
て
い
お
こ
主

で
あ
る
。
(
一

O
七
頁
品
世
間
)
理
由
は
い
う
ま
で
も
な
〈
問
屋
資
本
の
依

如
で
め
る
。

特
賀
町
一
臨
ん
一
二
、
問
屋
の
抑
止
嵐
は
車
に
園
内
仁
於
け
る
メ
カ
並
び
に

銀
行
資
本
に
劃
し
て
の
み
で
な
〈
貿
易
面
を
通
じ
て
外
向
か
ち
も
支
配
さ

れ
て
来
て
い
る
。
格
職
前
仁
於
い
て
は
問
屋
は
#
〈
の
淘
外
交
由
、
出
短

所
を
持
ち
、
特
に
ア
ジ
ア
仁
お
け
る
植
民
地
か
色
は
こ
れ
ら
号
遁
じ
て
莫

大
な
間
過
利
潤
を
獲
得
し
て
来

t
い
か
鞍
後
は
反
軒
仁
外
尚
か
ら
超
過
利
潤

を
取
巳
れ
る
立
場
に
泡
い
や
巴
れ
て
い
る
。
唯
こ
の
場
令
、
機
銅
貿
易
仁

鎖
制
業
に
於
け
る
流
謡
機
構
mw
分
析

第
六
十
八
巻

外園般と日本舶白総出入荷役トン敏及び比翠

(車位 1，000フレート・トン)

l外園舶 l日本相
骨計

年
度韓出入 1比寧附輸出入i比車問 輪出入|上也事(部)

1945 115 100 l1o 100 

1946 1，249 45.3 1，.511 54.7 2，760 タ

1847 4，418 07.2 2，129 32.8 6~547 そタ

1948 6，843 h 75.4 2，231 24.6 9~074 ク

1949 11，881 88.3 1，577 11.7 13，465 ク

1950 10，800 80.2 2，672 19.8 13，472 • 

(表33)

七

串
囚
・
豆
脆

ブL

浬幡省調に工る。

/ 

1950年度心分団 1-11!l誼)(イEし



輔
鋼
業
に
於
け
る
涜
誼
機
構
O
分
析

関
す
る
限
り
は
、
外
商
Mm
直
接
に
日
本
の
貿
易
に
立
ち
入
る
と
い
う
こ
と

仁
よ
つ
で
で
は
だ
〈
て
む
し
ろ
海
運
支
回
ド
よ
る
運
賃
高
骨
通
じ
で
超
過

利
潤
そ
獲
得
す
る
と
い
ラ
方
法
を
と
ワ
て
一
話
。
即
ち
貿
易
舶
の
八

o
m

は
外
闘
船
で
め
っ
て
し
か
も
ぞ
の
運
賃
は
法
外
に
高
〈
開
ち
ん
茨
の
総
入

の
場
骨
で
す
ら
も
日
本
舶

E
外
園
間
と
で
は
ぞ
の
値
に
倍
近
〈
の
莞
異
が

あ
る
。
こ
の
抑
貨
高
ち
朝
鮮
動
飽
以
後
は
愈
々
上
昇
し
て
、
今
年
の
一
一
月

末
現
在
予
世
界
海
上
達
貨
の
平
均
騰
貴
曜
は
逼
膏
省
の
調
べ
に
よ
れ
ば
二

六

O
%に
も
議
し
て
い
ぷ
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
か
〈
の
如
き
外
商
め
る

い
は
件
関
連
防
曾
祉
の
有
利
な
欣
態
に
比
ペ
て
日
本
の
貿
易
業
者
k
し
て

の
問
犀
は
あ
仕
え
ら
れ
h
L
E
O
B
慣
絡
の
一
定
の
口
銭
を
と
る
に
過
ぎ
な

(
註
一
)
哨
和
二
十
同
年
度
の
鏑
鋼
輪
出
に
於
い
て
井
商
担
車
扱
高
は

そ
由
う
ち
の
主
・
周
到
で
あ
る
。

き
て
、
第
一
一
一
の
特
質
は
一
際
別
と
し
て
、
以
上
諸
ベ
七
第
一
、
第
一
一
の

特
質
か
ら
い
え
る
と
3

と
は
問
屋
の
近
代
化
と
い
う
乙
と
で
あ
る
が
、
と
れ

じ
つ
い
で
は
註
騨
が
必
要
で
品
る
。
即
ち
問
屋
が
近
代
化
し
な
と
い
う
場

4
R
乙
れ
は
車
に
託
代
的
性
格
音
色
っ
た
新
興
商
社
が
膏
来
か
ら
容
在
し

て
い
た
古
い
問
屋
す
抑
L
逗
吋
て
そ
う
な
っ
た
こ
を
を
意
陳
す
る
わ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
本
章
何
で
述
べ
た
如
〈
奮
大
問
屋
は

陸
後
依
然
ー
と
し
て
圏
内
取
引
に
於
い
て
も
闘
外
取
引
に
お
い
て
も
新
興
問

屋
や
中
小
問
屋
よ
り
優
れ
七
地
位
仁
め
る
τ
と
い
う
こ
と
で
品
る
が
、
か
か

る
意
味
か
ら
す
れ

J

ば
問
屋
の
近
代
化
と
は
奮
問
屋
の
近
代
的
衣
替
え
と
い

第
六
十
八
巻

F、
事
四
・
五
披

丸

四

っ
た
方
が
誼
切
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
も
こ
の
近
代
的
主
替
え
の
内
容
ぞ
れ
自
身
に
も
亦
大
部
註
離
が
必

要
で
あ
つ
で
、
一
、
一
一
の
例
と
し
て
先
十
人
的
関
係
ぞ
取
り
上
げ
て
見
守
の

な
ら
ば
、
岩
井
産
業
ド
し
て
も
電
町
物
語
闘
に
し
I
色
、
品
る
い
わ
他
問
屋

に
し
て
も
聴
後
の
社
長
ゃ
取
締
彼
は
職
時
申
乃
室
時
野
副
に
於
ー
も
同
祉
の

取
締
役
や
そ
れ
仁
類
L
t
地
位
仁
晶
っ
た
も
の
で
、
そ
の
人
的
構
成
は
職

前
、
験
後
世
通
じ
殆
E
饗
っ
て
い
川
な
い
。
叉
弐
に
皿
四
穣
縄
済
嬰
草
の
一
つ

の
推
主
力
で
あ
っ
た
財
閥
解
韓
令
、
集
中
排
除
法
、
濁
白
禁
止
法
等
一
湿

の
諸
法
規
が
問
屋
に
興
え
七
影
響
を
取
っ
て
見
て
も
そ
の
影
響
は
た
い
し

た
も
の
で
な
〈
、
持
株
曾
祉
t
と
し
て
指
定
さ
れ
解
韓
を
命
じ
ら
れ
た
も
旧

は
僅
か
に
三
芥
物
霞
ζ

一
ニ
菱
商
事
?
の
で

b
p、
他
は
査
部
こ
れ
ら
の
法

《
野
ご
〕

令
か
ち
免
れ
て
い
る
。
し
か
も
解
盟
後
の
奮
一
ニ
井
物
葎
系
、
二
一
菱
商
事
系

の
商
社
が
そ
の
後
餓
釧
取
引
に
於
い
て

E
の
よ
う
な
地
位
T
占
め
て
い
七

か
も
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
明
ら
か
で
あ
る
う
。

(
註
一
一
)
岩
井
産
業
は
昭
和
二
十
三
年
二
月
三
十
三
日
民
、
安
宅
産
業

も
同
年
同
且
に
過
度
経
済
力
集
中
排
陪
法
に
よ
っ
て
但
指
定
を

う
け
た
が
1

前
者
は
同
年
十
一
月
十
1
目
、
後
者
は
王
月
四
日

に
そ
れ
ぞ
れ
解
除
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
勤
後
以
上
白
如
き
性
格
闘
世
化
に
も
拘
ら
A
9
磁
鋼
問
屋
が
依
然
と

し
て
ね
が
圏
鏡
鋼
業
の
持
通
機
構
に
お
い
て
侠
〈
ぺ
か
ら

E
る
存
在
マ
の

る
、
と
い
う
ζ

と
を
附
加
す
る
M
m
要
が
品
る
。
こ
匹
特
質
は
必
十
し
も
職
後

に
特
有
な
も
の
で
は
な
〈
い
わ
ば
勤
前
臨
時
後
世
逼
じ
で
問
屋
が
一
貰
し
で



持
っ
て
い
た
と
こ
ろ
申
特
質
ア
品
る
。

聞
も
、
奮
〈
は
八
幡
時
代
、
共
阪
組
令
時
代
仁
お
い
て
近
く
は
鞍
時
統

制
時
代
に
於
い
て
問
屋
は
そ
の
性
格
に
多
少
の
務
化
T
蒙
り
つ
つ
も
常
に

メ
ー
カ
ー
の
阪
費
、
購
買
機
関
と
し
で
錯
銅
牛
蚕
品
の
八
O
%
か

ι九
C

M

刊
以
上
白
取
引
を
据
官
し
て
来
た

E
い
う
こ

E
で
あ
る
。
己
目
こ
と
は
日

本
鏑
鋼
業
が
そ
の
成
立
営
初
よ
り
流
通
商
に
於
け
る
諸
操
作
T
問
屋
に
蹴

っ
て
来
t
v
k
い
う
腎
史
的
温
程
か
ら
説
明
さ
れ
よ
う
が
、
艶
後

ι於
い
て

も
問
屋
の
か
か
る
地
位
は
依
然
と
し
て
時
開
化
し
て
い
な
い
駅
況
に
あ
る
。

下
表
は
こ
れ
を
示
し
て
い
る
が
、
百
本
に
於
い
て
は
間
層
強
高
は
鞍
後
も

八
O
%
以
上
で
あ
り
識
前
と
大
撃
は
な
い
が
こ
れ
仁
劉
し
て
米
関
市

E
は

版
費
業
者
の
扱
高
は
十
つ
ー
と
少
〈
僅
か
に
二
O
%
骨
占
め
る
に
過
ぎ
十
、

し
か
も
版
曹
業
者
の
扱
寓
は
む
し
ろ
年
々
低
下
し
メ
カ

l
問
賓
が
増
加

し
て
い
っ
て
い
る
傾
向
に
品
る
。

(
補
足
)

需
給
白
寅
態
と
偵
格
D
推
移

終
職
前
、
特
に
臨
時
中
に
於
い
て
餓
鍋
の
需
要
部
門
が
殆

E
軍
官
匝
に

限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
と
ー
と
は
普
〈
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

敗
鞍
に
よ
っ
て
生
産
の
低
下
》
と
も
に
需
要
部
門
色
軍
官
面
か
巳
民
官
出

方
え
と
鴎
挽
き
れ
て
い
つ
亡
。
即
ち
大
験
中
に
は
馬
告
は
十
七
年
に
お
い

て
わ
手
か
仁
金
需
要
の
一
・
九
%
、
十
九
年
仁
歪
つ
て
は

0
・
一
%
k
殆

r問
題
に
な
ら
ぬ
程
僅
少
で
あ
っ
た
が
蟻
後
は
準
駐
軍
用
そ
の
他
遁
信
、

電
気
部
門
の
一
部
を
除
い
で
ぞ
の
大
部
分
ド
民
話
向
と
な
っ
て
い
る
。

鍋
鋼
業
に
於
け
る
読
通
機
構
の
分
析

第
六
十
八
巻

日米両闘に於ける問屋担高とメ←カ一首賓比事

1E言語BY貰 | 園 計問屋扱!~-カ長| 計

1947年， 78.0%' 22.0ガ 100出 26.6同 73.4出 100% 

1948タ 84.0 16.0 100 17.3 82.7 100 

1949タ 85.9 14.1 100 17.1 82.9 100 

1950，p 82.2 17.8 100 

(表34)

九

第
四
・
五
競

日本鋼材倶集部商，普選鋼々材問荷高中の問屋扱高とメ戸カ【直貰

。比

ステイ戸ル誌1950年 1月2日量虐，鋼材出荷高中c仲買人問屋販

買業者扱と J沼田カ戸直賓白比

米国

(註)
九
五



錨
鋼
業
に
於
け
る
流
通
機
構
白
分
析圏

外
需
要
、
撒
出
は
柑
眠
時
制
直

後
二
十
四
年
頃
迄
は
あ
ま
巳
振

わ
宇
ご
十
四
年
末
現
砲
で
職
後

嬢
銅
臆
出
入
の
貿
易
尻
は
撤
入

組
温
四
千
七
百
高
ド
ル
、
輸
入

超
過
類
以
い
吋
で
色
査
輪
出
額
の

一
・
軍
倍
に
な
っ
で
い
る
。
幅
削

出
闘
も
職
後
は
そ
の
艶
象
が
大

部
第
化
し
米
関
、
濠
洲
な

E
が

培
え
て
い
る
が
、
朝
鮮
事
費
勃

喪
首
碍
じ
な
る

E
再
び
事
前
巨

於
付
る
主
要
禄
出
図
で
あ
っ
た

中
園
が
続
出
入
と
も
仁
主
要
艶

象
園
ド
な
っ
て
い
る
。
割
払
ノ
検
出
に
於
い
て
は
一
一
十
五
年
十
一
月
に
は
、

中
園
に
劃
す
る
鋼
材
舶
積
寅
績
は
一
弐
製
品
、
三
女
製
品
合
せ
て
一
一
一
直
ト

ン
、
来
園
の
-
蕗
二
千
ト

γ
に
比
べ
二
信
牛
、
全
船
積
賓
績
の
四

O
%近

f
f
占
め
、
鎖
鋼
原
料
で
晶
る
石
涙
の
聡
入
に
於
い
て
は
開
ち
ん
涙
は
査

総
入
賞
績
の
六

O
%を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
h

り
が
色
朝
鮮
事
農
の
勃
設

は
ご
』
仁
お
い
て
は
三
十
四
年
末
期
か
ら
は
じ
ま
っ
た
不
況
主
解
決
す
る

苧
段
と
な

h
な
が

ι色
他
方
仁
台
い
て
は
漸
〈
岡
復
し
行
し
に
こ
の
中
園

貿
易
を
再
び
阻
止
す
る
手
段
と
も
な
っ
た
。

特
需
は
い
う
ま
で
も
な
く
朝
鮮
幕
援
に
直
接
必
要
な
資
材
t
そ
の
性
格

職時中に於吋る軍需の割合(%)

|昭和咋|昭和吋昭和19;1

陸， 海， 空 45.4 39.6 

主主 指骨 10.3 21.8 35.5 

生産横五官需 14.2 14.6 12.8 

A、 計 70.2 81.8 87.9 

民 需 1.9 0.4 0.1 

27.9 1.2.0 

(表35)

第
六
十
八
巻

O 

第
四
・
五
抽
出

九
六

高

i生産質績 l輔受註量 1特需町高障害青島君主@

7月 233，36ト" 36，390 32 0.013 % 

8タ 246，992 67，538 10，443 4.22 

9タ 267，778 17.489 36，743 13.72 

10タ 318，913 6，721 24，104 7.56 

11タ 319，652 1 14，7:37 17，334 5.42 

計い甜6.7佃| 6.38 

荷出主需特(表36)

艇湾安定本部議室上り作成



(農37) 昭 18_!l4年普通鋼鋼材部門別出荷賓績 (鋼材倶築部調トン)

JR 叩年度|ク 1惜 ク 2u年度 ク 21年度 ク 22年度 ク 23年度 タ 24年度

監景|百分比数量|百分比 撃量|百分比 数量|百分比 数量|百分比

議駐軍用 570 0.3 mg小岡山|山 ω 0.6 

事量 出 3，3381 0.761 6，203 1.2 1 39，9511 3.6 5.5 

陸 蓮 158，4461 6.9 1 138，498 9.0 1 58，760 33.2 51，4141 11.7 回，492 7.41 128，8031 11.7 9.1 

海運倉庫 15，1971 3.4 1 8，666 1.7 ザ，担61 1.6 

語 信 2341 0.01! 126 0.081 1，623 0.9 3，4111 0.7 I 7，435 1.4 1 1.3，840: 1.2 

電 力 18，2011 0.791 3，88B 0.251 366 0.2 Z，2861 0.5 1 8，日16 1.7 I 25，775: 2.3 

石ガス及炭ョ
38，6481 1.6 1 11，671 u.7 I 2，574 1.4 70，4171 16.1 I 55，685 10.7 I 97，235; 8.9 4.5 

ーグス
3，0921 0.1 1 1，232 。7。司| 師

0.3 7751 0.171 1，002伺 0.2I 2，13lii 0.2 0.7 

錫 鋼 釘4，930111.0 1 88，795 5.7 1 4，075 2.3 呂7，6出 13.11 74，905 14.4 1 146，360， 13.3 23.0 

鏑山製鎮 23，3591 1.0-1 18，826 1.2 I 3，799 2.1 7，981 1.5 1 12，9421 1.1 0.8 

島昔 舶 985，9821 43.0 1 989，566 61.0 I 21，371 12.0 7，53'凶qh 17920，913407096.4 11.1 

横 域 宮14，7001 9.3 1 110，059 7.1'1 7，657 4.3 正4，6121 3.3 1 !l4，6B! 4.7 i 91，1151 8.4 11.0 

化事肥料 2381 0.011 4，600 。2I 148 0.08 1.5 

土 建 2，9441 0.1 1 186 0.011 2，079 1.1 4，8621 1.1 I 5，776 1.1 I 15，678i 1.5 2.1 

生材其産用料原他 381F19叫訓 16.0 1 150，908 9.;弘 37，701 2L3 50，2171 11.4 1 59，担711.6 i 156，2001 ~4.2 13.9 

肌 8.0I仰 28 4.5 I 35，338 20.0 70，2521 16.0 1 83 17.7 1 196，6691 18.0 18.8 

合 計 [2，叫叫~8，2811100.0 …川相122叫5i97011問中冊744…描3，lOt100.0 

電車紙記寝台時岩服毒自量生虫京事 法4く+-<噂 [¥ [¥¥ 法E・困鋸 -R-¥l 
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輯
鋼
業
に
於
げ
る
請
通
槽
構
由
分
析

は
轍
出
と
は
ち
が
つ
七
形
式
的
に
は
園
内
服
賓
と
い
う
形
の
一
も
の
で
あ
る

が
、
丁
度
不
況
期
と
、
鋼
材
補
給
金
撤
艇
の
時
期
ド
常
っ
て
い
た
の
で
之

が
織
鋼
業
者
に

E
っ
て
千
天
の
慈
雨
で
あ
っ
た
こ
七
は
言
う
ま
で
も
な
〈

平
の
後
之
を
契
機
と
し

τ世
界
的
軍
捕
の
波
に
乗
り
市
況
も
漸
〈
活
況
を

一
討
し
、
特
仁
輸
出
の
増
準
玉
県
し

f
こ
と
は
既
に
見
て
い
る
翠
り
で
あ

高
。h

註
一
)
嘩
銅
職
出
の
噌
準
は
こ
れ
を
過
去
左
且
較
し
て
見
る
と
良
〈

解
る
。
即
ち
鋪
鋼
材
及
び
鶴
鋼
二
究
製
品
の
輪
出
白
金
融
出
高

に
占
b
ゐ
比
率
は
、
昭
和
十
二
年
一
・
七
封
、
昭
和
二
十
周
年

八
・
六
封
、
昭
和
ニ
十
豆
年
、
九
・
ニ
が
(
但
し
特
需
を
合

む
)
と
な
っ
て
い
る
0

・

織
鋼
及
同
製
品
輸
出
の
唯
移

「I

l

-

-

一
一
中
園
-
南
方
ー
一
米
圏
一
酸
測

Z
他
一

布
引
自
ヨ
司
|
「
」
|
一

)
一
同
五
|
丸
一
年
平
均
一
ん
て
一
旦
一
一
口
ム
一
一
一
ー
ー
一

同
一
同
十
l
十
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普通銅鋼材製畿業者 建値推移表 (銅材倶業部調)
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鉱高 力 228x20x28

珪素鋼板 ifTB120級扱 i 

帯瓦 斯 銅菅

官 レ v ト

(註) 牛製品及び帯鏑は富士製錨瓦新管は日本鋼管他はすべ亡八幡臼建値




